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第581号

世
界
最
大
級
の
工
作
機
械
見
本
市
『
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
（
第
32
回
日
本
国
際
工
作
機
械
見
本

市
）
』
は
、
11
月
5
日
（
火
）
〜
10
日
（
日
）
の
6
日
間
、
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際
展
示
場
）
」

全
館
を
使
用
し
て
、
出
展
者
1
千
2
6
2
社
、
5
千
7
4
3
小
間
の
過
去
最
大
規
模
で
開
催
さ
れ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
は
、
工

作
機
械
や
そ
の
あ
ら
ゆ
る

周
辺
機
器
が
一
堂
に
会
す

る
、
も
の
づ
く
り
の
総
合

見
本
市
で
あ
り
、
か
つ
最

先
端
の
技
術
・
製
品
が
世

界
中
か
ら
集
結
す
る
、
世

界
最
大
級
の
国
際
技
術

シ
ョ
ー
で
あ
る
。

主
催
は
、
一
般
社
団
法

人
日
本
工
作
機
械
工
業
会

（
会
長
�
稲
葉
善
治
氏
、

フ
ァ
ナ
ッ
ク
）
／
株
式
会

社
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

（
社
長
�
前
田
信
弘

氏
）
。

同
工
業
会
が
こ
の
ほ
ど

発
表
し
た
（
速
報
）
9
月

の
受
注
総
額
は
、
1
千
2

5
2
億
9
千
7
0
0
万
円

で
、
前
月
比
1
1
3
・
1

％
、
前
年
同
月
比
93
・
5

％
と
な
り
、
2
0
2
4
年

の
累
計
で
は
1
兆
1
千
億

7
千
5
0
0
万
円
。
年
初

の
見
通
し
で
は
1
兆
5
千

億
円
。
年
後
半
の
新
た
な

需
要
を
見
込
ん
で
の
判
断

で
、
終
盤
に
差
し
掛
か

り
、
そ
の
手
応
え
も
感
じ

ら
れ
始
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
『
Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
』

で
は
、
一
段
と
需
要
の
喚

起
が
図
ら
れ
る
の
を
期
待

し
た
い
。

�
技
術
の
タ
ス
キ
で
未

来
へ
つ
な
ぐ
�
こ
れ
が
今

回
の
開
催
テ
ー
マ
で
あ

る
。
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
に
焦

点
を
合
わ
せ
、
新
製
品
開

発
を
進
め
て
い
る
出
展
者

が
非
常
に
多
く
、
毎
回
半

数
を
超
え
る
出
展
者
が

�
初
披
露
�
の
製
品
を
出

展
し
、
新
製
品
・
技
術
を

い
ち
早
く
見
ら
れ
る
点
が

来
場
者
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

ま
た
、
出
展
者
の
展
示

だ
け
で
な
く
併
催
企
画
も

多
く
実
施
さ
れ
る
。
今
回

も
多
彩
な
講
演
会
や
、
最

新
技
術
ト
レ
ン
ド
を
体
感

で
き
る
企
画
展
示
、
製
造

業
全
体
の
未
来
を
担
う
学

生
を
対
象
と
し
た
学
生
企

画
な
ど
、
「
国
際
技
術

シ
ョ
ー
」
と
し
て
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
発
揮
す
る
企
画

を
展
開
す
る
。
。

そ
の
中
で
第
2
回
目
と

な
る
『
Ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ

ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ

ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ア
デ
ィ

テ
ィ
ブ
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
・
積
層
造

形
）

Ａ
ｒ
ｅ
ａ

ｉ
ｎ

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
』
は
南
1
ホ
ー
ル
に
て

併
催
さ
れ
る
。
Ａ
Ｍ
エ
リ

ア
に
お
け
る
出
展
規
模
は

53
社
、
1
9
2
小
間
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
南
4
ホ
ー
ル
に
、

学
生
を
対
象
と
し
た
「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」
を

新
設
す
る
。
モ
ノ
づ
く
り

業
界
の
次
世
代
を
担
う
学

生
と
出
展
者
を
繋
ぐ
こ
と

で
、
将
来
の
進
路
選
択
の

参
考
や
就
職
活
動
に
役
立

つ
情
報
提
供
も
行
わ
れ

る
。こ

の
ほ
か
、
Ｄ
Ｘ
化
の

推
進
と
充
実
し
た
会
場
内

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
、

来
場
者
が
快
適
な
空
間
で

参
観
で
き
る
環
境
が
創
ら

れ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
は
過
去
最
大
規
模
（
前

回
展
よ
り
1
7
5
社
1
2

5
小
間
増
加
）
で
の
開
催

と
な
り
、
併
催
事
業
等
も

充
実
度
を
増
し
て
い
る
。

次
は
そ
の
一
例
。

【
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ

ア
】工

作
機
械
業
界
及
び

「
も
の
づ
く
り
」
に
関
し

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
過
去
の
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
に
お
い
て
会
場

内
に
分
散
し
て
い
た
主
催

者
企
画
に
加
え
て
、
新
規

企
画
を
南
4
ホ
ー
ル
に
集

約
し
た
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

エ
リ
ア
」
を
新
設
。

特
に
学
生
が
出
展
企
業
の

総
務
・
人
事
担
当
者
と
直

接
交
流
で
き
る
「
キ
ャ
リ

ア
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
ク
エ

ア
」
や
、
工
作
機
械
業
界

へ
の
知
見
を
深
め
ら
れ
る

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
は

じ
め
と
し
た
「
企
画
展

示
」
、
工
業
系
の
大
学
を

は
じ
め
53
機
関
の
研
究
発

表
が
一
堂
に
集
ま
る
「
Ｉ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
、
そ
し
て
、
多

目
的
ス
テ
ー
ジ
に
併
催
さ

れ
た
「
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
」
は
、
ド
リ
ン
ク
サ

ー
ビ
ス
と
無
料
Ｗ
ｉ
�
Ｆ

ｉ
を
完
備
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

空
間
と
し
て
活
用
で
き

る
。【

講
演
会
・
セ
ミ
ナ

ー
】開

催
初
日
の
11
月
5
日

（
火
）
に
は
、
基
調
講
演

と
し
て
、
『
も
の
づ
く
り

に
夢
を
！
Ｔ
Ｈ
Ｋ
が
挑
戦

す
る
新
発
想
Ｅ
Ｖ
』
と
題

し
、
Ｔ
Ｈ
Ｋ
代
表
取
締
役

会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
寺
町
彰
博
氏

と
、
Ｓ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ

Ｎ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
中
村

史
郎
氏
が
講
演
を
行
う
。

ま
た
特
別
講
演
に
て
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
Ｅ
ｘ
ｅ
ｃ

ｕ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｆ
ｅ
ｌ
ｌ

ｏ
ｗ
河
合
満
氏
、
前
田
建

設
工
業
Ｉ
Ｃ
Ｉ
総
合
セ
ン

タ
ー
執
行
役
員
Ｉ
Ｃ
Ｉ
総

合
セ
ン
タ
ー
長
岩
坂
之

氏
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
有
人

宇
宙
技
術
セ
ン
タ
ー
技
術

領
域
主
幹
大
塚
聡
子
氏
が

登
壇
す
る
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
2
0
2
4
の
特
別
併
催

展
と
し
て
、
南
展
示
棟
1

階
で
開
催
す
る
「
Ａ
ｄ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ｕ

ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ａ
ｒ
ｅ
ａ

ｉ
ｎ

Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
」
内

の
主
催
者
セ
ミ
ナ
ー
会
場

で
も
、
日
替
わ
り
で
Ａ
Ｍ

／
3
Ｄ

プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
に
関
す
る
様
々
な
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
。

過
去
最
大
規
模
で
併
催
事
業
充
実

学
生
対
象

�
技
術
の
タ
ス
キ
で
未
来
へ
つ
な
ぐ
�

Ａ
Ｍ
エ
リ
ア
拡
充
講
演
等
も
時
流

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
新
設

【
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

Ｉ

Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
】

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
で
は
、

「
製
造
業
界
の
魅
力
・
や

り
が
い
・
面
白
さ
」
を
伝

え
「
製
造
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
将
来
を
担
う
若

年
層
な
ど
へ
の
認
知
度
向

上
を
図
る
た
め
に
、
日
本

の
も
の
づ
く
り
を
応
援
す

る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ

（
ジ
ム
ト
フ
・
イ
ン
サ
イ

ツ
）
」
を
今
年
の
6
月
に

初
公
開
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
期
間
に
限
ら
ず
、
会
期

前
、
会
期
中
そ
し
て
、
会

期
後
に
も
長
期
的
・
継
続

的
に
情
報
を
更
新
し
、
も

の
づ
く
り
業
界
に
関
す
る

情
報
を
積
極
的
に
発
信
し

て
行
く
。
既
に
公
開
し
て

い
る
動
画
「
芝
浦
機
械

工
場
見
学
編
」
に
加
え

て
、
10
月
中
旬
に
は
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
企
画

展
示
と
連
動
す
る
形
で
、

新
た
な
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

を
公
開
す
る
予
定
で
あ

る
。【

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
】

広
い
会
場
内
で
目
的
の

ホ
ー
ル
へ
効
率
よ
く
移
動

で
き
る
よ
う
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
と
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
を
運
行
す
る
。
今
回
の

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
に
お
い
て

実
施
す
る
時
差
開
催
に
対

応
し
て
、
国
際
展
示
場
駅

か
ら
の
直
通
ル
ー
ト
、
会

場
内
巡
回
ル
ー
ト
を
時
間

に
よ
っ
て
設
定
し
、
回
遊

性
の
向
上
を
図
る
。

☆
運
行
ル
ー
ト（
予
定
）

〈
巡
回
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
〉

▽
（
8
�
30
〜
11
�

00
）
り
ん
か
い
線
国
際
展

示
場
駅⇔

南
2
ホ
ー
ル

▽
（
11
�
00
〜
17
�
15

※
）
り
ん
か
い
線
国
際
展

示
場
駅⇒

東
7
ホ
ー
ル

⇒

南
2
ホ
ー
ル
（
以
下
循

環
）▽

（
17
�
15
〜
18
�
00

※
）
り
ん
か
い
線
国
際
展

示
場
駅⇔

東
7
ホ
ー
ル

※
最
終
日
は
〜
15
�
00

〈
会
場
内
巡
回
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
〉

▽
（
8
�
30
〜
10
�

00
）
り
ん
か
い
線
国
際
展

示
場
駅⇔

南
2
ホ
ー
ル

▽
（
10
�
00
〜
17
�
00

※
）
東
1
ホ
ー
ル⇒

西
・

南
展
示
棟
4
階⇒

南
展

示
棟
1
階
（
以
下
循
環
）

※
最
終
日
は
〜
15
�
00

来
場
者
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

前回展ＪＩＭＴＯＦ2022

工
作
機
械
産
業
の
新

技
術
発
表
の
舞
台
で
あ

る
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
（
日

本
国
際
工
作
機
械
見
本

市
）
は
、
1
9
6
2
年

の
初
開
催
以
来
、
業
界

関
係
者
の
弛
ま
ぬ
努
力

と
工
作
機
械
に
か
け
る

情
熱
に
よ
り
、
工
作
機

械
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に

寄
与
し
な
が
ら
成
長
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
で
32
回
目
を
迎

え
る
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2

0
2
4
は
、
出
展
社
数

・
小
間
数
と
も
に
過
去

最
多
で
あ
っ
た
前
回
を

更
に
上
回
り
、
過
去
最

大
規
模
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
規
模
を
拡
大
し
な

が
ら
、
展
示
の
質
で
も

最
高
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
度
は
、
最

新
鋭
の
工
作
機
械
、
最

先
端
の
技
術
が
一
堂
に

集
ま
る
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

に
ご
来
場
頂
き
ま
す
世

界
各
国
・
地
域
の
皆

様
、
本
展
示
会
に
向
け

て
研
究
開
発
に
励
ま
れ

て
い
る
出
展
各
社
、
広

報
面
で
多
大
な
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
報
道
関

係
の
方
々
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0

2
4
の
テ
ー
マ
は
、

「
技
術
の
タ
ス
キ
で
未

来
へ
つ
な
ぐ
」
で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
最

先
端
の
工
作
機
械
技
術

・
製
品
を
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
か
ら
世
界
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
製
造
業
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
引
き
出
し
、
無
限

に
拡
が
る
未
来
の
可
能

性
を
切
り
拓
こ
う
、
と

い
う
熱
い
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
テ
ー
マ
を
出
展

製
品
・
技
術
を
通
し
て

具
現
化
す
る
べ
く
、
出

展
者
一
同
、
鋭
意
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

前
回
展
で
見
ら
れ
た
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る

稼
働
監
視
・
予
防
保

全
、
周
辺
機
器
類
と
融

合
し
た
工
程
集
約
や
省

人
化
は
さ
ら
に
進
化

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2

0
2
4
で
は
生
産
シ
ス

テ
ム
全
体
の
効
率
化
・

最
適
化
に
向
け
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
展
示

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
主
催
者
と
し

て
は
、
併
催
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
目
玉
と
し
て
、
南

4
ホ
ー
ル
に
出
展
者
と

学
生
を
つ
な
ぐ
「
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
エ
リ
ア
」
を

新
設
し
ま
す
。
こ
の
エ

リ
ア
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
出
展
者
に
よ
る
学

生
向
け
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

「
キ
ャ
リ
ア
マ
ッ
チ
ン

グ
ス
ク
エ
ア
」
や
、
当

会
会
員
の
出
展
ブ
ー
ス

を
テ
ー
マ
別
に
巡
る
学

生
ツ
ア
ー
等
の
就
活
コ

ン
テ
ン
ツ
を
盛
り
込
み

ま
す
。
加
え
て
、
全
国

の
理
工
系
学
生
の
皆
さ

ん
を
招
い
て
開
催
す

る
、
恒
例
の
「
工
作
機

械
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

と
連
携
す
る
こ
と
で
、

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮

し
、
未
来
を
担
う
人
材

に
、
も
の
づ
く
り
の
喜

び
や
醍
醐
味
を
引
き
継

ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
エ
リ
ア
で
は
、
旋
盤

や
Ｃ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
体
験
な
ど
を
通
じ

て
、
工
作
機
械
業
界
へ

の
知
見
を
、
楽
し
み
な

が
ら
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
企
画
展
示
」
、

技
術
的
シ
ー
ズ
と
ニ
ー

ズ
の
出
会
い
を
生
み
出

す
「
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
国
際

工
作
機
械
技
術
者
会

議
）
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
と
無
料
Ｗ
ｉ

�
Ｆ
ｉ
を
備
え
た
「
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
な
ど

を
設
け
、
学
生
だ
け
で

な
く
来
場
者
全
般
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
た

な
取
り
組
み
を
加
え
な

が
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
最
先
端

の
技
術
を
発
信
し
続
け

る
こ
と
で
、
次
な
る
ス

テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
す

が
、
全
て
の
出
展
者
に

と
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
2
0
2
4
が
、
世
界

の
も
の
づ
く
り
の
発
展

に
貢
献
す
る
良
き
ビ
ジ

ネ
ス
の
契
機
と
な
る
よ

う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4

開
幕
に
向
け
て

一
般
社
団
法
人

日
本
工
作
機
械
工
業
会

会

長

稲

葉

善

治
前回話題を集めた企画展示

東京ビッグサイトで開催

1262
社
出
展
世
界
最
大
級
誇
示

ＪＪ
ＩＩ
ＭＭ
ＴＴ
ＯＯ
ＦＦ
22
00
22
44

特特
集集
企企
画画
（（
11
〜〜
77
頁頁
））
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20２４年（令和６年）10月号 （2）第581号

オ
ー
ク
マ
（
愛
知
県
丹

羽
郡
大
口
町
）
の
ブ
ー
ス

で
は
『
と
も
に
創
る
明
日

へ
の
ス
テ
ッ
プ
』
を
テ
ー

マ
に
、
労
働
人
口
減
少
に

よ
る
製
造
現
場
の
人
手
不

足
、
気
候
変
動
な
ど
様
々

な
社
会
課
題
を
解
決
す
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

す
る
。

具
体
的
に
は
、
人
手
不

足
に
対
し
て
は
工
程
集
約

に
よ
る
生
産
性
向
上
を
実

現
す
る
5
軸
制
御
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
や
複
合
加
工

機
、
手
作
業
に
よ
る
小

ロ
ッ
ト
加
工
と
機
内
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
連
続
運
転

を
簡
単
に
切
り
替
え
ら
れ

る
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
。
そ

し
て
簡
単
に
機
械
に
接
続

で
き
、
柔
軟
な
運
用
が
可

能
な
省
ス
ペ
ー
ス
ロ
ボ
ッ

ト
セ
ル
Ｏ
Ｍ
Ｒ
、
更
に
ロ

ボ
ッ
ト
・
周
辺
機
器
や
搬

送
装
置
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
自
動
化
展
示
に
よ

り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
課
題
に

応
じ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

に
導
く
。

〈
主
な
出
展
製
品
と
特

長
〉▽

5
軸
制
御
立
形
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
Ｍ
Ｕ
�
5

0
0
Ｖ
Ⅲ
＋
移
動
式
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
Ｏ
Ｍ
Ｒ
20
�
ク

ラ
ス
最
高
の
精
度
安
定
性

を
誇
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
5

軸
加
工
機
「
Ｍ
Ｕ
�
5
0

0
Ｖ
Ⅲ
」
と
、
必
要
な
時

に
手
軽
に
自
動
化
で
き
る

移
動
式
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｏ
Ｍ
Ｒ
20
」
に
よ
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
自
動
化
シ
ス

テ
ム
。

▽
複
合
加
工
機
＋
次
世

代
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｓ

Ｂ
2
5

0
Ⅱ

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｄ

�
複
合
加
工
機
の
加
工
室

内
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
ビ
ル
ト

イ
ン
。
省
ス
ペ
ー
ス
で
、

様
々
な
ワ
ー
ク
に
対
応
で

き
、
誰
で
も
簡
単
に
操
作

で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
。
付
属
ス
ト
ッ
カ
の
移

動
で
、
手
作
業
に
よ
り
小

ロ
ッ
ト
加
工
と
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
連
続
運
転
を
簡
単

に
切
替
え
可
能
。

▽
複
合
加
工
機
＋
ロ

ボ
ッ
ト
加
工
セ
ル

Ｍ
Ｕ

Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｓ

Ｂ
3
0
0
Ⅱ

ｓ
ｍ
ａ
ｒ
Ｔ
ｗ
ｉ
ｎ
Ｃ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
�
複
合
加
工
機
と

ロ
ボ
ッ
ト
、
計
測
、
エ
ア

ブ
ロ
ー
を
組
合
せ
た
ロ

ボ
ッ
ト
加
工
セ
ル
。
自
動

化
シ
ス
テ
ム
の
専
門
知
識

が
不
要
か
つ
事
務
所
の
Ｐ

Ｃ
で
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
事
前
準
備
し
て
迅

速
な
立
上
げ
が
可
能
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
5

8
7
（
9
5
）
0
0
3
3

小
間
番
号
Ｅ
6
0
4
8

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル

（
本
社
�
愛
知
県
高
浜
市

芳
川
町
）
の
ブ
ー
ス
で
、

来
場
者
に
最
も
強
力
な
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
る
の
が
、
複

合
旋
盤
用
『
Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ブ
ー

ス
ト
マ
ス
タ
ー
）
〈
Ｂ
Ｍ

Ａ
Ｌ
型
〉
』
で
あ
る
。

Ｂ
Ｍ
Ａ
Ｌ
型
は
、
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
用
『
Ｂ
ｏ

ｏ
ｓ
ｔ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
』
に
お
け
る
同
社
独
自

技
術
を
応
用
し
た
、
複
合

旋
盤
で
の
外
径
旋
削
加
工

時
の
切
屑
対
策
に
最
適
な

ク
ー
ラ
ン
ト
増
圧
ツ
ー

ル
。ミ

ー
リ
ン
グ
軸
の
回
転

を
利
用
し
ク
ー
ラ
ン
ト
を

最
大
15
Ｍ
Ｐ
ａ
に
増
圧
・

吐
出
す
る
こ
と
で
、
加
工

中
に
切
屑
の
分
断
を
促
し

ワ
ー
ク
へ
の
切
屑
巻
き
付

き
を
防
止
す
る
。
一
般
的

な
外
付
け
の
高
圧
ポ
ン
プ

を
必
要
と
せ
ず
、
高
圧
対

応
配
管
な
ど
の
設
備
改
造

も
不
要
。
こ
れ
ら
と
比
較

し
て
消
費
電
力
や
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
を
約
70
％
低
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
つ
な
が
る
有
力
製
品
と

言
え
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
搬
送
の

自
動
化
な
ど
で
発
生
す
る

ワ
ー
ク
へ
の
切
粉
の
巻
き

付
き
問
題
を
解
決
。
さ
ら

に
切
粉
分
断
に
よ
り
、
機

内
の
切
粉
処
理
で
の
機
械

停
止
時
間
の
短
縮
を
実
現

す
る
。
な
お
、
ブ
ー
ス
内

で
は
、
加
工
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

加
工
に
つ
い
て
も
様
々
な

提
案
を
行
う
こ
と
で
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
。

【
仕

様
】

▽
対
応
機
種
�
各
メ
ー

カ
ー
機
種
ご
と
に
個
別
に

設
計
・
対
応

▽
対
応
ク
ー
ラ
ン
ト
�

水
溶
性
の
み

▽
ク
ー
ラ
ン
ト
入
力
圧

�
7
Ｍ
Ｐ
ａ（
1.

5
Ｍ
Ｐ

ａ
以
上
は
付
属
の
流
量
絞

り
弁
の
装

着
が
必

要
）▽

ク
ー

ラ
ン
ト
吐

出
圧
�
Ｍ

Ａ
Ｘ
15
Ｍ

Ｐ
ａ

▽
ク
ー
ラ
ン
ト
ろ
過
精

度
�
10
�
以
下
推
奨

▽
被
削
材
�
ア
ル
ミ
・

鉄
を
推
奨

▽
推
奨
使
用
回
転
数
�

6
0
0
0
－1�

▽
標
準
ノ
ズ
ル
穴
径
�

φ
0.

4
�

こ
の
ほ
か
出
展
す
る
主

力
製
品
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤

用
ハ
イ
ド
ロ
チ
ャ
ッ
ク
、

Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
・
内
部
給
油

用
ク
ー
ラ
ン
ト
バ
イ
ト
ス

リ
ー
ブ
、
完
全
自
社
開
発

の
非
接
触
ツ
ー
ル
プ
リ

セ
ッ
タ
な
ど
。

【
問
合
せ
先
】
エ
ヌ

テ
ィ
ー
ツ
ー
ル
営
業
部
☎

0
5
6
6
（
5
4
）
0
1

0
1小

間
番
号
Ｗ
2
0
5
0

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
（
グ
ロ

ー
バ
ル
本
社
�
東
京
都
江

東
区
潮
見
）
は
、
工
程
集

約
機
に
よ
る
自
動
化
の
推

進
を
提
案
す
る�
マ
シ
ニ

ン
グ
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｍ
Ｘ
）�を

テ
ー
マ
に
、
複
合
加
工

機
、
5
軸
加
工
機
、
ア

デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ（
金
属
積

層
造
形
）に
よ
る
工
程
集

約
、
ユ
ー
ザ
ー
の
生
産
性

向
上
に
貢
献
す
る
自
動
化

シ
ス
テ
ム
、
地
球
環
境
の

保
護
に
貢
献
す
る
Ｇ
Ｘ
の

取
り
組
み
、そ
し
て
、全

体
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
じ
る

情
報
の
収
集
・
可
視
化
・

分
析
を
行
う
Ｄ
Ｘ
を
紹
介

す
る
。

会
期
中
ブ
ー
ス
で
は
、

高
精
度
5
軸
制
御
横
形
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
『
Ｉ
Ｎ

Ｈ
63
』
や
自
律
走
行
ロ

ボ
ッ
ト
『
Ａ
Ｍ
Ｒ

2
0

0
0
』
、
世
界
初
披
露
と

な
る
製
品
や
同
社
認
定
周

辺
機
器
（
Ｄ
Ｍ
Ｑ
Ｐ
）
を

含
め
た
最
新
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
。

ま
た
、
金
型
補
修
や
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
最
適
な
パ

ウ
ダ
ー
ノ
ズ
ル
方
式
（
Ｄ

Ｅ
Ｄ
）
に
よ
る
、
ア
デ
ィ

テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
と
切
削
加
工

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
『
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

3
0

0
0

Ｄ
Ｅ
Ｄ

ｈ
ｙ
ｂ

ｒ
ｉ
ｄ
』
に
よ
る
実
演
加

工
も
大
き
な
見
ど
こ
ろ
。

一
方
、
同
社
は
〈
Ａ
Ｍ

Ａ
ｒ
ｅ
ａ
〉
に
も
出
展

（
小
間
番
�
Ａ
Ｍ
1
2

6
）
。
こ
ち
ら
の
ブ
ー
ス

で
は
、
日
本
初
披
露
と
な

る
パ
ウ
ダ
ー
ベ
ッ
ド
方
式

（
Ｓ
Ｌ
Ｍ
）
の
レ
ー
ザ
金

属
積
層
造
形
機
『
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

30
Ｓ
Ｌ

Ｍ

3
ｒ
ｄ

Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ

ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
』
に
よ
る

実
演
加
工
や
、
多
数
の
ワ

ー
ク
展
示
を
通
し
て
ア

デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
に
お
け

る
最
新
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
紹
介
す
る
。

な
お
同
社
で
は
、
東
京

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ッ
ド
ク
ォ

ー
タ
に
て
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

2
0
2
4
と
同
時
開
催
す

る
、
事
前
予
約
制
の
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
『
東
京
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ウ
ィ
ー
ク
』
に

て
最
新
機
種
の
展
示
・
実

演
加
工
を
実
施
す
る
。

【
問
合
せ
先
】0
3（
6

7
5
8
）
5
9
0
0

小
間
番
号
Ｅ
8
0
0
1

ＪＪ
ＩＩ
ＭＭ
ＴＴ
ＯＯ
ＦＦ
出出
展展
製製
品品
紹紹
介介

ＭＵ－500ＶⅢ＋ＯＭＲ20コンパクト自動化システム

ブーストマスターＢＭＡＬ型

菱
高
精
機(

高
知
県
高

岡
郡
中
土
佐
町)

は
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
に
お

い
て
、
新
製
品
コ
ー
ナ
ー

を
主
力
に
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
新
た
な
工
具

な
ど
、
多
彩
な
製
品
を
紹

介
す
る
。

参
考
出
品
の
ア
イ
テ
ム

も
豊
富
に
取
り
揃
え
て
お

り
、
主
な
製
品
と
し
て
ド

リ
ル
で
は
『
深
穴
加
工

用
、
高
硬
度
用
、
ロ
ウ
付

け
』
製
品
を
、
好
評
の
サ

ー
メ
ッ
ト
リ
ー
マ
で
は

『
ヘ
ッ
ド
交
換
式
、
ソ

リ
ッ
ド
、
ロ
ウ
付
け
』
も

展
示
す
る
。

ま
た
、
切
り
く
ず
な
ど

を
清
掃
す
る
目
的
の
自
動

清
掃
用
工
具『
Ｔ
ｉ
ｔ
ａ

ｎ
』、低
価
格
高
性
能
工

具
シ
リ
ー
ズ
『
Ｔ
�
Ｋ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
』
も

紹
介
す
る
。

一
方
、
大
好

評
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ

自
動
5
軸
工

具
研
削
盤

『
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｎ
』や
、画
像
測
定
器

『
ジ
ャ
ス
ト
ス
コ
ー
プ
Ｒ

Ｘ
』を
展
示
、新
提
案
と
し

て
手
作
業
で
行
っ
て
い
る

再
研
磨
後
な
ど
の
ホ
ー
ニ

ン
グ
を
機
械
加
工
に
置
き

換
え
て
い
く
、切
削
工
具

メ
ー
カ
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
も

展
示
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
先
】
東
京
☎

0
3
（
5
6
0
0
）
8
8

8
1
、
名
古
屋
☎
0
5
2

（
8
7
2
）
1
3
5
1

小
間
番
号
Ｗ
1
0
2
2

な
お
、
同
社
で
は
Ｈ
Ｐ

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
よ
り

見
や
す
く
操
作
性
も
考

え
、
デ
ザ
イ
ン
・
構
成
を

一
新
し
た
。
各
種
展
示
会

や
新
製
品
情
報
な
ど
、
顧

客
の
「
知
り
た
い
」
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
の

充
実
化
と
発
信
を
進
め
て

い
る
（
参
考
�h

ttp

�/

/w
w
w
.ry
o
co
.co
.j

p
/

）

高精度5軸制御横形マシニングセンタ「ＩＮＨ63」

�
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ

ｔ
ｈ
ｅ

Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｖ
ａ
ｌ

ｕ
ｅ
�
を
掲
げ
る
東
京
精

密
（
東
京
都
八
王
子
市
石

川
町
）
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
2
0
2
4
で
は
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

を
�
電
動
自
動
車
ｘ
Ｅ

Ｖ
�
と
し
、
特
に
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
コ
ア
部

品
で
あ
る
、
ｅ
�
Ａ
ｘ
ｌ

ｅ
／
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
／

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

ｓ
生
産
分
野
に
お
け
る
最

適
な
計
測
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
に
、
多
数
の
新

製
品
や
測
定
の
自
動
化

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
共
に
出
展

す
る
。

次
に
注
目
の
非
接
触
三

次
元
表
面
粗
さ
・
形
状
測

定
機
『
Ｏ
ｐ
ｔ
�
ｓ
ｃ
ｏ

ｐ
ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
（
オ
プ
ト

ス
コ
ー
プ
ネ
ッ
ク
ス
）
』

シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
す
る
。

3
Ｄ
白
色
干
渉
顕
微
鏡
Ｏ

ｐ
ｔ
�
ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
は
、

レ
ン
ズ
倍
率
に
関
わ
ら
ず

垂
直
方
向
に
一
律
0.

01

ｎ
ｍ
と
高
分
解
能
、
ナ
ノ

表
面
性
状
を
低
倍
率
レ
ン

ズ
で
測
定
で
き
る
の
で
広

範
囲
を
1
シ
ョ
ッ
ト
で
高

速
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

Ｏ
ｐ
ｔ
�
ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

の
測
定
対
象
物
は
多
岐
に

わ
た
り
、
サ
ブ
ナ
ノ
表
面

性
状
が
多
く
存
在
す
る
半

導
体
関
連
部
品
、
ナ
ノ
か

ら
ミ
ク
ロ
ン
ま
で
様
々
な

表
面
性
状
が
存
在
す
る
自

動
車
関
連
部
品
な
ど
が
あ

る
。
し
か
し
、
な
か
に
は

高
さ
が
数
百
㎜
、
重
さ
数

十
キ
ロ
の
ワ
ー
ク
ピ
ー
ス

を
測
定
す
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
場
合
従
来
の
Ｏ

ｐ
ｔ
�
ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
で
は

測
定
台
に
積
載
す
る
こ
と

が
で
き
ず
小
さ
く
カ
ッ
ト

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
カ
ッ
ト
に
要
す
る
工

数
お
よ
び
測
定
後
の
ワ
ー

ク
ピ
ー
ス
は
破
棄
と
な
る

こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

そ
こ
で
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

に
新
た
に
追
加
さ
れ
た
の

が
、
あ
ら
ゆ
る
ワ
ー
ク
ピ

ー
ス
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

対
応
す
る
、
新
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
モ
デ
ル
「
Ｏ
ｐ

ｔ
�
ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

Ｎ
Ｅ

Ｘ
」
で
あ
る
。
既
存
モ
デ

ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
不
可

能
で
あ
っ
た
大
型
ワ
ー
ク

ピ
ー
ス
の
設
置
・
測
定
が

可
能
（
最
大
積
載
荷
重
96

㎏
、
最
大
ワ
ー
ク
高
さ
5

9
1
㎜
積
載
可
能
サ
イ
ズ

・
荷
重
は
型
式
に
よ

る
）
。

シ
リ
ー
ズ
の
中
で
、
今

回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0

2
4
に
は
測
定
者
が
ス
ト

レ
ス
な
く
作
業
で
き
る
オ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
設
置
型

（
Ｄ
Ｘ
タ
イ
プ
）
で
自
動

化
・
省
力
化
を
実
現
す
る

コ
ラ
ム
電
動
横
送
り
機
能

を
有
す
る
『
Ｏ
ｐ
ｔ
�
ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

Ｒ

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｄ
Ｘ
�
26
』
と
卓
上
設

置
対
応
型
（
Ｓ
Ｄ
タ
イ

プ
）
の
『
Ｏ
ｐ
ｔ
�
ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ

Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｓ
Ｄ
�
12
』
を
出
展
。

そ
れ
ぞ
れ
Ｈ
Ｖ
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
）
部
品
の
カ
ム

シ
ャ
フ
ト
、
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ

ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ
部
品
の
パ

ワ
ー
デ
バ
イ
ス
材
料
に
使

用
さ
れ
る
Ｓ
ｉ
Ｃ
（
シ
リ

コ
ン
カ
ー
バ
イ
ト
）
ウ
ェ

ー
ハ
の
測
定
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
2

9
（
8
3
1
）
1
2
3
4

小
間
番
号
Ｅ
7
0
2
7

彌
満
和
製
作
所
（
東
京

都
中
央
区
京
橋
）
は
、
今

回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0

2
4
で
は
、
�
ち
ょ
っ
と

長
い
の
が
良
い
ん
で
す
�

で
お
馴
染
み
の
独
自
の
セ

ミ
ロ
ン
グ
形
状
「
Ｚ
�
Ｐ

Ｒ
Ｏ
」
製
品
を
中
心
に
出

展
す
る
。

今
回
、
新
製
品
で
あ
る

Ｚ
�
Ｐ
Ｒ
Ｏ
鋳
物
用
ス
ト

レ
ー
ト
タ
ッ
プ

ク
ー
ル

ホ
ー
ル
『
Ｚ
�
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
』
に
つ

い
て
紹
介
を
す
る
。

『
Ｚ
�
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
』
は
、
一
般

ス
チ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
圧
延

材
等
に
比
べ
工
具
摩
耗
が

早
い
傾
向
に
あ
る
鋳
鉄

（
Ｆ
Ｃ
）
、
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
（
Ｆ
Ｃ
Ｄ
）
、
ア
ル

ミ
合
金
鋳
物
（
Ａ
Ｃ
）
、

ア
ル
ミ
合
金
ダ
イ
カ
ス
ト

（
Ａ
Ｄ
Ｃ
）
な
ど
の
被
加

工
材
に
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
＋
内
部
給
油
の
加
工

環
境
で
抜
群
の
効
果
を
発

揮
す
る
タ
ッ
プ
で
あ
る
。

独
自
の
刃
形
状
に
よ

り
、
切
り
く
ず
を
分
断
し

排
出
性
を
向
上
し
た
こ
と

で
、
ア
ル
ミ
合
金
鋳
物
類

（
Ａ
Ｃ
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
）
に
対

し
て
中
〜
高
速
域
（
〜
50

ｍ
／
ｍ
ｉ
ｎ
）
、
鋳
鉄
類

（
Ｆ
Ｃ
、
Ｆ
Ｃ
Ｄ
）
で
は

Ｆ
Ｃ
Ｄ
7
0
0
に
お
い
て

も
〜
30
ｍ
／
ｍ
ｉ
ｎ
に
て

加
工
が
可
能
と
な
る
。
さ

ら
に
、
内
部
給
油
加
工
に

最
適
な
ク
ー
ル
ホ
ー
ル
径

の
採
用
で
、
切
り
く
ず
排

出
性
が
向
上
し
、
安
定
し

た
連
続
加
工
が
可
能
で
あ

る
。「

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
」

の
由
来
は
、
被
加
工
材
の

Ｃ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
（
鋳

物
）
、
Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｕ

ｍ

ｄ
ｉ
ｅ

ｃ
ａ
ｓ
ｔ

ｉ
ｎ
ｇ
（
ア
ル
ミ
合
金
ダ

イ
カ
ス
ト
）
、
ハ
ン
ド

タ
ッ
プ
形
状
の

Ｓ
Ｔ
ｒ

ａ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
（
ス
ト
レ
ー

ト
溝
）
、
マ
シ
ニ
ン
グ
加

工
で
の
内
部
給
油
に
も
使

用
で
き
る
Ｃ
Ｈ
（
ク
ー
ル

ホ
ー
ル
仕
様
）
の
頭
文
字

を
組
み
合
わ
せ
、
「
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
」
と
名
付
け

て
い
る
。

な
お
、
彌
満
和
製
作
所

ブ
ー
ス
で
は
、
ね
じ
加
工

に
お
け
る
困
り
ご
と
、
疑

問
点
を
ズ
バ
ッ
と
解
決
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
1
日
4

回
の
ね
じ
加
工
ト
ラ
ブ
ル

対
策
の
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施

す
る
。

【
問
合
せ
先
】0
3（
3

5
6
1
）
2
7
1
1

小
間
番
号
Ｗ
1
0
7
4

自動清掃用工具Ｔｉｔａｎ

鋳
物
用
ス
ト
レ
ー
ト
タ
ッ
プ

ク
ー
ル
ホ
ー
ル

『
Ｚ
�
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
』

Ｏｐｔ－ｓｃｏｐｅ ＮＥＸシリーズ本体

オークマ

ロ
ボ
ッ
ト
＋
自
動
化
シ
ス
テ
ム

人
手
不
足
対
応
、環
境
負
荷
低
減

菱高精機

新
た
な
工
具
で
変
化
に
対
応

切
削
工
具
、研
削
盤
も
出
展

東京精密

Ｅ
Ｖ
対
応
の
計
測・測
定
に
照
準

エヌティーツール

複
合
旋
盤
用
タ
イ
プ

オ
プ
ト
ス
コ
ー
プ
ネ
ッ
ク
ス
等
出
展

ブ
ー
ス
ト

マ
ス
タ
ー
『
Ｂ
Ｍ
Ａ
Ｌ
型
』な
ど
紹
介

彌満和製作所

Ｚ
�
Ｐ
Ｒ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
中
心
に
出
展

新
製
品
Ｚ
�
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
投
入

ＤＭＧ森精機

�
Ｍ
Ｘ
�で
自
動
化
を
推
進

Ａ
Ｍ
エ
リ
ア
で
は
新
機
種
日
本
初
披
露



����
���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����
���

第581号（3） 20２４年（令和６年）10月号

ソ
デ
ィ
ッ
ク
（
横
浜
市

都
筑
区
仲
町
台
）
は
、
最

新
の
工
作
機
械
と
そ
の
応

用
技
術
を
多
数
展
示
す

る
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る

の
は
、
形
彫
り
放
電
加
工

機
、
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工

機
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
、
そ
し
て
世
界
初
出
展

と
な
る
フ
ェ
ム
ト
秒
レ
ー

ザ
機
な
ど
、
高
精
度
を
誇

る
製
品
群
で
、
ま
た
、
自

動
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

ワ
ー
ク
の
自
動
搬
送
も
実

演
す
る
。

注
目
の
フ
ェ
ム
ト
秒
レ

ー
ザ
加
工
機
『
Ｌ
Ｓ
Ｐ
4

0
4
0
』
は
、
10
数
年
に

わ
た
り
研
究
分
野
向
け
に

行
っ
て
き
た
フ
ェ
ム
ト
秒

レ
ー
ザ
の
基
礎
研
究
を
も

と
に
開
発
し
た
精
密
微
細

加
工
機
で
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
、
光
学
ガ
ラ
ス
な
ど
の

脆
性
材
料
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
、
超
硬
合
金
な
ど
の

高
硬
度
材
を
微
細
に
加
工

す
る
。

も
う
少
し
詳
し
く
紹
介

す
る
と
、
フ
ェ
ム
ト
秒
レ

ー
ザ
は
パ
ル
ス
幅
が
短
い

た
め
加
工
物
に
熱
が
伝
わ

る
よ
り
も
早
く
照
射
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
熱
影
響
に
よ
る
割
れ

や
デ
ブ
リ
（
飛
散
し
た
被

加
工
材
料
が
冷
え
固
ま
っ

て
堆
積
し
た
も
の
）
が
発

生
し
に
く
い
と
い
う
特
長

が
あ
る
。

な
お
、
搭
載
す
る
レ
ー

ザ
発
振
器
は
限
定
せ
ず

に
、
要
望
に
応
じ
た
レ
ー

ザ
発
振
器
を
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
仕
様
と
し
て
装
置
に
組

み
込
み
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
装
置
の
特
長
と

し
て
は
①
レ
ー
ザ
発
振
器

の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
対
応
②

Ａ
Ｉ
経
路
最
適
化
機
能
③

ト
ル
ネ
ー
ド
式
集
塵
ノ
ズ

ル
装
備
④
光
軸
ズ
レ
の
抑

制
⑤
機
上
計
測
機
能
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

ソ
デ
ィ
ッ
ク
の
機
械
群

は
、
自
動
車
分
野
・
電
気

電
子
分
野
に
加
え
、
航
空

・
宇
宙
事
業
や
メ
デ
ィ
カ

ル
分
野
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
高
精
度
か
つ
高
効
率

な
金
型
・
部
品
加
工
向
け

に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
で
は
、
高
性
能
な
機
械

単
体
だ
け
で
な
く
、
自
社

製
の
周
辺
機
器
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た

「
Ｔ
ｏ
ｔ
ａ
ｌ

Ｍ
ａ
ｎ

ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

を
展
開
し
、
�
未
来
の
製

造
技
術
�
が
体
験
で
き

る
。【

問
合
せ
先
】
☎
0
4

5
（
9
4
2
）
3
1
1
1

小
間
番
号
Ｅ
4
0
1
5

京
セ
ラ
（
京
都
市
伏
見

区
竹
田
鳥
羽
町
）は
、『
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｓ

ｔ
ｏ

ａ

Ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｆ
ｕ

ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
』
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
新
製
品
を
は
じ

め
、
強
い
生
産
現
場
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
デ
ジ

タ
ル
・
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
、
Ｅ
Ｖ
や
航
空
機
な
ど

の
産
業
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
展

示
を
行
う
。

新
製
品
展
示
は
、
新
材

種
「
Ｐ
Ｒ
20
シ
リ
ー
ズ
」

や
自
動
盤
用
突
切
り
工
具

「
Ｋ
Ｇ
Ｚ
」、
小
径
ソ
リ
ッ

ド
ド
リ
ル
「
Ｋ
Ｄ
Ａ

Ｍ

ｉ
ｎ
ｉ
」
な
ど
最
新
工
具

を
多
数
展
示
。
ま
た
、
加

工
状
態
を
可
視
化
す
る
セ

ン
シ
ン
グ
ツ
ー
ル
、
工
具

管
理
か
ら
改
善
提
案
ま
で

つ
な
げ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー

シ
ス
テ
ム

「
ツ
ー
ル

オ
ー
ガ
ナ

イ
ザ
ー
」

の
活
用
事

例
な
ど
も

紹
介
す

る
。新

材
種

「
Ｐ
Ｒ
20

シ
リ
ー

ズ
」
は
、

溝
入
れ
・
突
切
り
加
工
用

に
特
化
し
た
Ｐ
Ｖ
Ｄ
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
新
材
種
で
、

今
年
4
月
か
ら
各
種
工
具

向
け
に
展
開
を
開
始
し

た
。溝

入
れ
・
突
切
り
加
工

は
、
連
続
加
工
が
主
と
な

る
た
め
、
イ
ン
サ
ー
ト
の

摩
耗
進
行
が
早
く
、
仕
上

げ
面
や
加
工
精
度
の
悪

化
、
バ
リ
発
生
な
ど
が
課

題
で
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
20
シ
リ
ー
ズ
は
、

こ
の
溝
入
れ
・
突
切
り
加

工
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、

新
た
に
専
用
の
新
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｃ

Ｏ
Ａ
Ｔ

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｅ

Ｘ
」
を
開
発
。
独
自
の
成

膜
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
な
ど

に
よ
っ
て
、
高
含
有
ア
ル

ミ
（
Ａ
ｌ
）
層
の
結
晶
構

造
の
適
正
化
や
ナ
ノ
積
層

化
を
実
現
し
、
切
削
熱
に

よ
る
酸
化
や
摩
耗
に
強
い

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
誕
生
し

た
。ま

た
、
Ｐ
Ｒ
20
シ
リ
ー

ズ
は
、
自
動
盤
用
突
切
り

工
具
「
Ｋ
Ｇ
Ｚ
」
、
浅
溝

入
れ
工
具
「
Ｇ
Ｂ
Ａ
」
、

内
径
溝
入
れ
工
具
「
Ｓ
Ｉ

Ｇ
Ｅ
」
向
け
に
イ
ン
サ
ー

ト
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
鋳

鉄
の
高
精
度
・
長
寿
命
・

安
定
加
工
に
よ
っ
て
、
ユ

ー
ザ
ー
の
生
産
性
向
上
に

貢
献
す
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
7

5
（
6
0
4
）
3
6
5
1

小
間
番
号
Ｗ
1
0
1
4

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
（
名
古

屋
市
瑞
穂
区
苗
代
町
）

は
、
30
番
の
コ
ン
パ
ク
ト

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

ブ
ラ
ン
ド
『
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
Ｏ（
ス
ピ
ー
デ
ィ
オ
）』

の
新
製
品
、
主
力
製
品
を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
。

最
新
の
「
デ
バ
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
Ｏ

Ｄ
Ｇ
�
1
」
は
、

ダ
イ
カ
ス
ト
部
品
の
バ
リ

取
り
加
工
に
特
化
し
た
専

用
マ
シ
ン
で
、
従
来
手
作

業
で
行
っ
て
い
た
領
域
を

カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
人

手
不
足
と
い
う
直
面
す
る

大
き
な
問
題
を
解
決
に
導

く
。ま

た
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｎ

Ｃ
加
工
機
に
よ
る
バ
リ
取

り
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
や
加
工
経
路
の
修
正

に
時
間
を
要
し
て
い
た

が
、
容
易
に
短
時
間
で
工

程
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
バ
リ
取
り
専
用
加

工
機
と
し
て
、
ブ
ラ
ザ
ー

独
自
の
加
工
立
ち
上
げ
機

能
に
よ
り
、
効
率
的
な
バ

リ
取
り
作
業
を
実
現
す

る
。こ

の
他
、
高
ト
ル
ク
仕

様
で
は
新
た
に
主
軸
ベ
ア

リ
ン
グ
径
を
拡
大
し
、
剛

性
を
向
上
。
鉄
の
重
切
削

加
工
を
始
め
と
し
た
、
幅

広
い
ワ
ー
ク
の
加
工
に
威

力
を
発
揮
す
る
「
Ｓ
7
0

0
Ｘ
ｄ
2
」
、
Ｙ
／
Ｚ
軸

移
動
量
の
拡
大
。
最
大
φ

5
0
0
、
高
さ
3
2
0
�

の
広
い
治
具
エ
リ
ア
を
実

現
。
中
物
ワ
ー
ク
の
多
面

加
工
に
対
応
す
る
「
Ｕ
5

0
0
Ｘ
ｄ
2
�
5
Ａ

Ｘ
」
、
旋
削
加
工
と
マ
シ

ニ
ン
グ
加
工
の
工
程
を
集

約
し
た
複
合
加
工
に
よ
り

生
産
性
を
高
め
、
さ
ら
に

同
時
5
軸
機
能
で
複
雑
な

形
状
の
加
工
を
実
現
す
る

「
Ｍ
2
0
0
Ｘ
ｄ
1
�
5

Ａ
Ｘ
」
、
横
型
Ｍ
Ｃ
の
φ

6
0
0
Ｘ
5
8
0
の
広
い

治
具
エ
リ
ア
で
、
工
具
退

避
な
ど
に
よ
り
、
φ
8
0

0
ま
で
拡
大
可
能
。
ア
ル

ミ
ブ
ロ
ッ
ク
の
高
速
加
工

を
実
演
す
る
「
Ｈ
5
5
0

Ｘ
ｄ
1
」
な
ど
を
出
展
、

な
ん
と
出
展
す
る
全
モ
デ

ル
で
実
演
加
工
を
行
う
。

な
お
『
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

Ｏ
』
は
、
昨
年
誕
生
10
周

年
を
迎
え
、
そ
の
後
シ
リ

ー
ズ
を
拡
大
し
て
き
た
。

そ
の
技
術
の
進
化
を
実
感

で
き
る
貴
重
な
場
と
な

る
。【

問
合
せ
先
】
☎
0
5

6
6
（
9
5
）
0
0
8
0

小
間
番
号
Ｅ
6
0
4
4

ＪＪ
ＩＩ
ＭＭ
ＴＴ
ＯＯ
ＦＦ
出出
展展
製製
品品
紹紹
介介

フェムト秒レーザ加工機ＬＳＰ4040

新
潟
精
機
（
新
潟
県
三

条
市
林
町
）
は
、
差
し
込

む
だ
け
で
瞬
時
に
ワ
ー
ク

の
穴
径
測
定
を
行
え
る
、

高
精
度
穴
径
測
定
器
『
Ｓ

ラ
イ
ン
精
密
測
定
プ
ラ
グ

ゲ
ー
ジ
』
が
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
2
0
2
4
出
展
の
主
力

製
品
と
な
る
。

「
穴
径
測
定
」
に
つ
い

て
は
、
測
定
者
の
熟
練
度

に
よ
っ
て
測
定
値
が
変
動

し
て
し
ま
う
。
一
方
、
シ

リ
ン
ダ
ゲ
ー
ジ
で
測
定
を

す
る
と
正
確
性
に
欠
け
、

量
産
品
検
査
と
な
る
と
長

時
間
要
し
て
し
ま
う
の
が

現
場
の
悩
み
。
そ
れ
を
解

決
し
た
の
が
Ｓ
ラ
イ
ン
精

密
測
定
プ
ラ
グ
ゲ
ー
ジ
で

あ
る
。

Ｓ
ラ
イ
ン
精
密
測
定
プ

ラ
グ
ゲ
ー
ジ
は
、
現
場
の

ワ
ー
ク
に
合
わ
せ
た
オ
ー

ダ
ー
製
の
ヘ
ッ
ド
と
、
現

場
の
測
定
環
境
に
合
わ
せ

た
ホ
ル
ダ
等
の
周
辺
機
器

を
組
み
合
わ
せ
た
測
定
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ

ル
ゲ
ー
ジ
や
電
気
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
タ
等
の
φ
8
ス
テ

ム
測
定
器
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
穴
径
測
定
以
上
に
効

率
的
か
つ
高
精
度
に
行
え

る
。さ

ら
に
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、

ヘ
ッ
ド
の
底
面
を
穴
の
底

面
に
当
て
な
が
ら
測
定
を

す
る
こ
と
で
、
測
定
が
安

定
す
る
。
任
意
の
測
定
ポ

イ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
専
用

ヘ
ッ
ド
を
オ
ー
ダ
ー
製
作

で
き
、
球
状
測
定
子
に
よ

る
点
接
触
と
な
る
の
で
、

ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
の
測
定

が
可
能
に
な

る
。
プ
ラ
グ

ゲ
ー
ジ
等
の

限
界
ゲ
ー
ジ
と
は
異
な

り
、
穴
径
の
測
定
結
果
を

数
値
で
管
理
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
タ
イ

プ
の
ダ
イ
ヤ
ル
ゲ
ー
ジ
や

電
気
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

Ｐ
Ｃ
へ
測
定
値
を
転
送
・

確
認
が
行
え
る
な
ど
。

但
し
、
ワ
ー
ク
に
対
し

て
専
用
設
計
の
た
め
、
測

定
範
囲
が
小
さ
い
面
も
あ

る
が
、
こ
れ
も
量
産
品
の

ワ
ー
ク
に
対
し
て
は
、

『
測
定
範
囲
を
狭
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
精

度
の
高
い
測
定
が
行
え

る
』
と
い
う
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
。

誰
で
も
簡
単
に
、
効
率

的
で
高
精
度
な
穴
径
測
定

が
で
き
る
、
こ
の
三
大
特

徴
を
持
つ
Ｓ
ラ
イ
ン
精
密

測
定
プ
ラ
グ
ゲ
ー
ジ
は
、

発
売
以
来
大
型
展
示
会
で

継
続
的
な
出
展
を
し
て
お

り
、
引
き
合
い
も
順
調
に

伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
も
期
待
大
で
あ

る
。な

お
、
ブ
ー
ス
で
は
、

自
動
測
定
サ
ン
プ
ル
機
を

使
用
し
た
Ｓ
ラ
イ
ン
精
密

測
定
プ
ラ
グ
ゲ
ー
ジ
の
展

示
も
見
ど
こ
ろ
と
な
る
。

【
問
合
せ
先
】
Ｐ
Ｔ
事

業
部
☎
0
2
5
6
（
3

3
）
5
5
0
2

https

�/
/
niigat

aseiki.co.jp
/lp
/s-

line
_
plag

_
gauge

/

小
間
番
号
Ｅ
7
0
0
6

第
一
測
範
製
作
所
（
新

潟
県
小
千
谷
市
坪
野
）

は
、
『
測
定
の
簡
略
化
と

高
精
度
化
』
を
テ
ー
マ

に
、
面
倒
な
測
定
や
検
査

を
「
誰
で
も
」
「
簡
単
に
」

「
手
間
を
省
き
」
「
素
早

く
」
を
可
能
に
す
る
製
品

群
を
展
示
し
、
�
測
定
工

数
の
削
減
�
、
�
高
精
度

な
測
定
�
と
い
っ
た
高
ま

る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

新
製
品
群
に
お
い
て

は
、
測
定
精
度
お
よ
び
分

解
能
、
繰
返
し
精
度
が
さ

ら
に
向
上
し
た
『
光
学
式

非
接
触
小
径
内
径
測
定
器

Ｉ
Ｄ
Ｍ
�
30
Ｅ
Ｘ
2
／
1

0
0
Ｅ
Ｘ
2
』
、
ね
じ
検

査
に
機
能
を
集
約
し
汎
用

性
を
向
上
さ
せ
た
『
ね
じ

自
動
検
査
ユ
ニ
ッ
ト
Ｂ
ｅ

ｅ
�
1
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
』
、
好

評
の
従
来
製
品
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｍ

が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
利

便
性
が
向
上
し
た
『
分
散

自
動
検
査
装
置
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｍ

�
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ
』
、

軽
量
、
高
精
度
で
使
い
や

す
さ
抜
群
な
『
ト
リ
モ
ス

社
製
ハ
イ
ト
ゲ
ー
ジ
Ｖ
1

／
Ｖ
1
＋
』
な
ど
新
た
な

傾
向
が
見
ど
こ
ろ
と
な

る
。ま

た
こ
の
ほ
か
、
ロ

ボ
ッ
ト
内
径
／
ね
じ
検
査

シ
ス
テ
ム
、
内
径
自
動
測

定
機
、
ゲ
ー
ジ
・
特
殊
ゲ

ー
ジ
、
空
気
／
電
気
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
タ
デ
ジ
タ
ル
表

示
ユ
ニ
ッ
ト
『
Ｓ
ｍ

ｐ
』
、
ボ
ー
ル
ね
じ
『
Ｏ

Ｓ
ユ
ニ
ッ
ト
内
蔵
ボ
ー
ル

ね
じ
』
な
ど
も
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
す
る
。

一
方
、
同
本
社
の
所
在

地
小
千
谷
市
か
ら
今
展
に

出
展
す
る
7
社
全
て
の
小

間
を
訪
問
す
る
こ
と
で
抽

選
に
よ
り
小
千
谷
市
の
名

産
品
が
当
た
る
『
お
ぢ
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
が
企

画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
企
画
は
新
潟
県
中

越
大
震
災
か
ら
20
年
の
歳

月
が
経
過
す
る
こ
と
に
対

し
て
、
復
興
と
感
謝
の
意

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
実

施
期
間
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

2
0
2
4
開
催
期
間
中
。

対
象
と
な
る
7
社
は
、

第
一
測
範
製
作
所
は
じ

め
、
エ
ヌ
・
エ
ス
・
エ

ス
、
オ
ヂ
ヤ
セ
イ
キ
、
タ

カ
ハ
シ
キ
カ
イ
、
日
本
ベ

ア
リ
ン
グ
、
ユ
キ
ワ
精

工
、
理
研
精
機
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
2

5
8
（
8
4
）
3
9
1
1

小
間
番
号
Ｅ
7
0
1
7

Ｓ
ラ
イ
ン
精
密
測
定
プ
ラ
グ
ゲ
ー
ジ
組
み
合
わ
せ

3
点
測
定
ヘ
ッ
ド（
標
準
タ
イ
プ
）

光学式非接触小径内径測定器ＩＤＭ－30ＥＸ2

ジ
ェ
ー
ビ
ー
エ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
東
大
阪

市
本
庄
西
）
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
で
は
東

館
お
よ
び
南
館
（
Ａ
Ｍ
エ

リ
ア
）
で
用
途
別
に
出
展

紹
介
す
る
。

東
館
で
は
、
時
間
・
コ

ス
ト
・
作
業
も
効
率
化
を

実
現
す
る
、
世
界
で
も
っ

と
も
使
わ
れ
て
い
る
3
次

元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス

テ
ム
『
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｃ

ａ
ｍ
』
を
展
示
。
切
削
Ｃ

Ａ
Ｍ
と
し
て
長
年
に
亘
り

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
支

持
さ
れ
て
い
る
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｍ
の
強
み
は
、

製
造
現
場
の
多
様
な
要
求

に
対
し
、
加
工
マ
シ
ン
の

能
力
と
使
用
工
具
・
ホ
ル

ダ
等
の
特
性
を
生
か
し
た

最
適
設
定
を
生
み
出
せ
る

機
能
性
で
あ
る
。

今
回
の
出
展
で
は
、
Ｍ

ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｍ
と
工

具
メ
ー
カ
ー
、
ホ
ル
ダ
メ

ー
カ
ー
の
機
能
性
を
最
大

限
に
引
き
出
し
た
「
Ｃ
Ａ

Ｍ
シ
ス
テ
ム
と
の
最
適
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
新

た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

提
案
す
る
。

ま
た
、
切
削
加
工
に
求

め
ら
れ
る
加
工
精
度
、
品

質
、
加
工
ス
ピ
ー
ド
、
ト

ー
タ
ル
的
な
生
産
性
向

上
、
ま
た
Ｄ
Ｘ
を
含
め
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
す
る
持

続
可
能
な
社
会
実
現
に
取

り
組
む
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
工
具
、

ホ
ル
ダ
の
コ

ラ
ボ
を
展
示

す
る
。

一
方
南
館

で
は
、
昨
今

注
目
を
集
め

て
い
る
ブ
ル

ー
レ
ー
ザ
搭

載
Ｗ
Ｌ
Ａ
Ｍ

マ
シ
ン
Ｍ
ｅ

ｌ
ｔ
ｉ
ｏ

Ｍ
6
0
0
、

国
際
特
許
取
得
済
み
の
セ

ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ド
＆
マ
ル

チ
ビ
ー
ム
ヘ
ッ
ド
を
搭
載

し
た
国
産
Ｌ
Ｍ
Ｄ
マ
シ
ン

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
と
い
う
、

ワ
イ
ヤ
タ
イ
プ
、
パ
ウ
ダ

ー
タ
イ
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
マ

シ
ン
で
実
演
加
工
を
実
施

す
る
。

金
属
ワ
イ
ヤ
を
使
用
し

た
高
密
度
な
造
形
や
非
モ

ル
テ
ン
方
式
に
よ
る
圧
倒

的
な
速
度
感
を
実
感
で
き

る
の
に
加
え
、
積
層
専
用

Ｃ
Ａ
Ｍ
ソ
フ
ト
『
Ａ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｒ

Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
』
を
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
に
搭
載
し
て

そ
の
機
能
を
紹
介
す
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
6

（
6
7
4
4
）
7
3
3
1

小
間
番
号
Ｅ
5
0
2
8

・
Ａ
Ｍ
1
1
1

ソディック

フ
ェ
ム
ト
秒
レ
ー
ザ
加
工
機

『
Ｌ
Ｓ
Ｐ
4
0
4
0
』初
出
展

新潟精機

穴
径
測
定
を
効
率
、高
精
度
に

Ｓ
ラ
イ
ン
精
密
測
定
プ
ラ
グ
ゲ
ー
ジ

第一測範製作所

テ
ー
マ
は
簡
略
化
と
高
精
度
化

『
お
ぢ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』を
実
施

最
新
切
削
工
具
を
多
数
出
展

京 セ ラ

新
材
種『
Ｐ
Ｒ
20
シ
リ
ー
ズ
』展
開

溝入れ・突切り加工用新材種「ＰＲ20シリーズ」

東館においてMastercam 出展

南館ではＡＭ実用化向け実演加工
ＣＡＭと工具、ホルダのコラボ提案

ブラザー工業
『
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
』ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

最
新
の

Ｄ
Ｇ
�
1
登
場

デ
バ
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

Mastercamイメージ

ジ
ェ
ー
ビ
ー
エ
ム

新
製
品
デ
バ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
『
Ｄ
Ｇ
�
1
』
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2024年（令和６年）10月号 （4）第581号

住
友
電
気
工
業
（
兵
庫

県
伊
丹
市
昆
陽
北
）
は
、

同
社
の
最
新
技
術
に
加

え
、
Ｇ
Ｘ
や
Ｄ
Ｘ
に
関
す

る
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

自
動
車
・
Ｅ
Ｖ
を
は
じ
め

航
空
機
や
小
物
部
品
と

い
っ
た
産
業
別
に
展
示
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
幅
広
い

製
品
群
を
展
示
す
る
。
ま

た
、
次
世
代
に
つ
な
が
る

セ
ン
シ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
通

じ
た
豊
富
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
も
提
案
す
る
。
な

お
、
会
期
中

に
は
ス
テ
ー

ジ
で
の
プ
レ

ゼ
ン
も
実
施

を
予
定
し
て

い
る
。

出
展
製
品

の
中
で
注
目

さ
れ
る
ひ
と

つ
が
小
物
部

品
加
工
用

ヘ
ッ
ド
交
換

式
ク
イ
ッ
ク

チ
ェ
ン
ジ
ホ
ル
ダ
『
Ａ
Ｐ

Ｍ
型
』
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｍ
型
は
、
ヘ
ッ
ド

の
み
脱
着
す
る
こ
と
で
イ

ン
サ
ー
ト
交
換
時
の
作
業

性
、
安
全
性
を
向
上
さ

せ
、
段
取
り
時
の
設
備
停

止
時
間
を
削
減
で
き
、
生

産
性
向
上
に
寄
与
す
る
。

ま
た
、
優
れ
た
ヘ
ッ
ド

交
換
繰
り
返
し
精
度
を
誇

り
、
高
精
度
ポ
リ
ゴ
ン
テ

ー
パ
形
状
に
よ
り
、
交
換

繰
り
返
し
精
度
5
μ
ｍ
以

内
を
実
現
し
て
い
る
。

シ
ャ
ン
ク
サ
イ
ズ
は
10
、

12
、
16
㎜
角
で
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ

自
動
旋
盤
等
に
広
く
対
応

す
る
。

こ
の
他
出
展
ブ
ー
ス
で

は
、
次
の
製
品
な
ど
が
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
。

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
旋
削
用

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
種

『
Ａ
Ｃ
6
1
3
5
Ｍ
／
Ａ

Ｃ
6
1
4
5
Ｍ
』
�
Ａ
Ｃ

6
1
3
5
Ｍ
は
、
Ｐ
Ｖ
Ｄ

新
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
採
用

に
よ
り
、
一
部
断
続
・
黒

皮
加
工
に
お
い
て
優
れ
た

耐
摩
耗
性
・
耐
欠
損
性
を

両
立
。
Ａ
Ｃ
6
1
4
5
Ｍ

は
、
Ｐ
Ｖ
Ｄ
新
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
高
靭
性
超
硬
母
材

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
、
強
断
続
加
工
に
お
け

る
絶
対
的
な
安
定
性
を
実

現
す
る
。

ま
た
、
複
合
円
弧
形
状

の
切
れ
刃
に
よ
り
、
小
さ

い
切
込
角
と
大
き
な
切
込

み
を
同
時
に
実
現
す
る
Ｓ

Ｅ
Ｃ
�
ス
ミ
デ
ュ
ア
ル
ミ

ル
『
Ｄ
Ｍ
Ｓ
Ｌ
型
／
Ｄ
Ｍ

Ｓ
Ｗ
型
』
、
従
来
品
に
対

し
加
工
負
荷
を
大
き
く
低

減
し
つ
つ
、
耐
欠
損
性
を

高
め
た
切
れ
刃
形
状
に
よ

り
安
定
し
た
高
能
率
加
工

を
実
現
マ
ル
チ
ド
リ
ル

『
Ｍ
Ｄ
Ｈ
型
』
も
注
目
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
7

2
（
7
7
1
）
0
5
6
8

小
間
番
号
Ｗ
1
0
4
1

オ
ー
エ
ス
ジ
ー
（
愛
知

県
豊
川
市
本
野
ケ
原
）

は
、
自
動
化
、
省
人
化
が

可
能
な
工
具
の
開
発
を
通

じ
、
生
産
現
場
の
人
手
不

足
問
題
に
対
応
す
る
。
ま

た
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
、
環
境
配
慮

に
つ
な
が
る
製
品
を
提
案

す
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
の
出
展
製
品
で
そ
の
筆

頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

独
自
の
新
製
法
を
採
用
し

て
開
発
さ
れ
た
高
機
能
・

低
炭
素
型
転
造
タ
ッ
プ

『
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ａ
Ｐ

（
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）
』
で
あ
る
。

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ａ
Ｐ

は
、
従
来
と
比
較
し
タ
ッ

プ
製
造
時
の
消
費
電
力
量

を
削
減
す
る
こ
と
で
、
Ｃ

Ｏ
2
排
出
量
を
削
減
す

る
。
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
は
環

境
に
配
慮
し
た
製
品
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献

す
る
。

Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
特
長
的
な
形

状
は
、
被
削
材
の
塑
性
流

動
を
Ｃ
Ａ
Ｅ
解
析
し
、
刃

先
強
度
を
最
大
限
に
高
め

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
特

殊
ね
じ
部
仕
様
（
Ｐ
Ａ
Ｔ

・
Ｐ
）
。
耐
折
損
性
・
刃

先
強
度
が
向
上
し
、
高
い

耐
久
性
を
実
現
す
る
。
耐

久
性
の
向
上
は
廃
棄
物
の

削
減
に
も
繋
が
る
。
サ
イ

ズ
は
Ｍ
1
〜
Ｍ
6
の
13
ア

イ
テ
ム
。

こ
の
ほ
か
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
す
る
の
は
、
オ
ー
エ
ス

ジ
ー
の
最
新
技
術
を
駆
使

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
被
削
材

に
対
応
し
、
幅
広
い
加
工

を
実
現
す
る
た
め
の
プ
レ

ミ
ア
ム
な
『
Ａ
ブ
ラ
ン

ド
』
切
削
工
具
。
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
や
超
硬
合
金
、

石
英
ガ
ラ
ス
な
ど
の
硬
脆

材
を
切
削
加
工
す
る
こ
と

で
全
体
の
加
工
コ
ス
ト
の

低
減
が
可
能
な
Ｐ
Ｃ
Ｄ
工

具
『
硬
脆
材
加
工
用
工
具

6
Ｃ
ｘ
Ｏ
Ｓ
Ｇ
』
。
小
型

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
搭

載
可
能
な
軽
量
大
径

『
デ
ィ
ス
ク
カ
ッ
タ

Ｐ

Ｆ
Ｄ
Ｃ
』
な
ど
。

ま
た
、
24
時
間
3
6
5

日
利
用
可
能
な
工
具
自
販

機
『
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｈ

ｂ
ｏ
ｘ
（
モ
ノ
リ
ス
ボ
ッ

ク
ス
）
』
。
さ
ら
に
、
再

研
磨
・
再
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
一
貫
対
応
に
つ
い
て
も

提
案
す
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
5

3
3
（
8
2
）
1
1
1
1

小
間
番
号
Ｗ
1
0
2
0

イ
ス
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン

（
豊
中
市
新
千
里
東
町
）

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0

2
4
で
最
新
の
「
Ｌ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
」
（
ロ
ジ

ク
イ
ッ
ク
）
シ
リ
ー
ズ
新

製
品
を
多
数
展
示
す
る
。

『
限
り
な
い
技
術
革
新

に
挑
戦
！
』
を
モ
ッ
ト
ー

に
研
究
開
発
を
続
け
る
イ

ス
カ
ル
が
、
常
に
変
化
す

る
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
取
り

込
み
、
加
工
現
場
に
お
け

る
生
産
性
と
収
益
性
の
向

上
を
実
現
す
る
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

▽
旋
削
工
具
「
Ｑ
Ｕ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
�
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」

は
、
自
動
盤
に
お
い
て
背

面
主
軸
側
で
の
加
工
範
囲

を
広
げ
る
革
新
的
な
モ

ジ
ュ
ラ
ー
工
具
。
ス
ク

リ
ュ
ー
を
回
す
だ
け
の
芯

高
調
整
機
構
付
き
で
、

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
か
か
る

時
間
を
短
縮
。

▽
突
切
・
溝
入
工
具

「
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
�
Ｐ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ａ
」は
、ス
ク
リ
ュ
ー

を
完
全
に
取
り
外
す
こ
と

な
く
コ
ー
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
可
能
。
セ
ー
フ
Ｔ
ロ
ッ

ク
機
構
の
採
用
に
よ
り
、

正
確
な
刃
先
位
置
と
高
い

繰
り
返
し
精
度
を
実
現
す

る
。

▽
穴
あ
け
工
具
「
Ｑ
Ｕ

Ｉ
Ｃ
Ｋ
�
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」

は
、
独
自
の
ク
ラ
ン
プ
機

構
と
剛
性
に
優
れ
る
設
計

の
ヘ
ッ
ド
交
換
式
ド
リ

ル
。
ク
ロ
ス
穴
、
傾
斜
穴

入
口
／
出
口
等
の
不
安
定

な
加
工
条
件
下
で
も
、
ポ

ケ
ッ
ト
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
こ
と
な
く
穴
あ
け
加

工
が
可
能
。

▽
ミ
ー
リ
ン
グ
工
具

「
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
�
Ｘ
�
Ｆ

Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
」
は
、
主
に
チ

タ
ン
・
耐
熱

合
金
の
粗
加

工
に
最
適
。

カ
ッ
タ
ー

は
、
交
換
可

能
な
ク
ー
ラ

ン
ト
ノ
ズ
ル

を
各
切
刃
に

備
え
、
切
削

ゾ
ー
ン
へ
の

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
供
給
が
可

能
。
更
に
、
カ
ッ
タ
ー
底

面
か
ら
も
ク
ー
ラ
ン
ト
吐

出
が
可
能
で
、
高
い
冷
却

性
と
潤
滑
効
果
に
よ
り
、

優
れ
た
耐
摩
耗
性
と
切
屑

排
出
効
果
が
得
ら
れ
る
。

▽
ね
じ
切
り
ミ
ー
リ
ン

グ
工
具
「
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
�

Ｍ
�
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
」

は
、
独
自
の
3
刃
列
、
低

抵
抗
設
計
の
ス
レ
ッ
ド
ミ

ル
。
様
々
な
ね
じ
形
状
と

ピ
ッ
チ
に
対
応
す
る
。

【
問
合
せ
先
】0
6（
6

8
3
5
）
5
4
7
1

小
間
番
号
Ｗ
1
0
4
4

ＪＪ
ＩＩ
ＭＭ
ＴＴ
ＯＯ
ＦＦ
出出
展展
製製
品品
紹紹
介介

不
二
越
（
東
京
本
社
�

東
京
都
港
区
東
新
橋
）

は
、
昨
年
12
月
に
新
発
売

し
た
『
バ
リ
レ
ス
シ
リ
ー

ズ
（
ド
リ
ル
、
タ
ッ
プ
、

エ
ン
ド
ミ
ル
）
』
を
中
心

に
、
実
際
に
加
工
し
た
ワ

ー
ク
と
と
も
に
展
示
す

る
。同

シ
リ
ー
ズ
は
、
「
切

削
加
工
で
バ
リ
が
出
る
の

は
当
た
り
前
」
、
「
加
工

後
の
バ
リ
取
り
作
業
は
必

要
不
可
欠
」
と
い
っ
た
こ

れ
ま
で
の
固
定
観
念
を
覆

し
、
切
削
バ
リ
の
極
小
化

を
実
現
。
バ
リ
の
発
生
を

抑
制
し
、
バ
リ
取
り
作
業

そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
ユ
ー

ザ
ー
の
工
程
短
縮
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
貢
献
で
き
る

商
品
で
あ
る
。

今
回
、
バ
リ
レ
ス
シ
リ

ー
ズ
の
新
た
な
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
と
し
て
、
様
々
な

加
工
シ
ー
ン
に
対
応
し
た

新
商
品
を
ブ
ー
ス
に
て
紹

介
。
バ
リ
レ
ス
シ
リ
ー
ズ

の
新
た
な
価
値
を
さ
ら
に

提
供
し
て
い
く
。

ま
た
、
水
溶
性
加
工
用

ホ
ブ
（
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ

Ａ

Ｐ
1
）
や
ス
カ
イ
ビ
ン
グ

カ
ッ
タ
、
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ラ
ッ
ク
な
ど
の
精
密
工
具

を
、自
動
車
・
航
空
機
・
産

業
機
械
部
品
の
加
工
ワ
ー

ク
と
共
に
展
示
し
、
生
産

性
向
上
に
貢
献
す
る
様
々

な
工
具
を
提
案
す
る
。

〈
主
な
出
展
物
〉

▽
バ
リ
レ
ス
シ
リ
ー
ズ

（
ド
リ
ル
、
タ
ッ
プ
、
エ

ン
ド
ミ
ル
）

▽
ア
ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ド

リ
ル
（
マ
イ
ク
ロ
、
ス
タ

ブ
、
レ
ギ
ュ
ラ
、
セ
ミ
ロ

ン
グ
、
オ
イ
ル
ホ
ー
ル
）

▽
ア
ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ミ

ル
（
1.

5
Ｄ
／
2.

5
Ｄ

／
4
Ｄ
、
2
枚
刃
／
4
枚

刃
）▽

タ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ

（
Ｚ
Ｔ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

タ
ッ
プ
、
Ｓ
Ｇ
タ
ッ
プ
、

Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｚ
タ
ッ

プ
）▽

精
密
工
具
（
水
溶
性

加
工
用
ホ
ブ
（
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ

ｒ

Ａ
Ｐ
1
）
、
ス
カ
イ

ビ
ン
グ
カ
ッ
タ
、
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ラ
ッ
ク
）

【
問
合
せ
先
】
☎
0
3

（
5
5
6
8
）
5
1
1
1

小
間
番
号
Ｗ
1
0
5
6

Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
（
東

京
都
墨
田
区
両
国
）
が
提

唱
す
る
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
）
50
Ｔ
Ｍ
」
と
は
、

最
新
か
つ
最
適
な
工
具
と

加
工
方
法
で
切
削
時
間
を

半
減
し
、
さ
ら
に
は
製
造

費
全
体
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

ま
で
提
案
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
で
は
『
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
削
減
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
50
Ｔ
Ｍ
」
を
実
現

す
る
独
創
工
具
と
最
新
の

加
工
提
案
』
を
テ
ー
マ

に
、
加
工
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
多
数
展
示
し
、

加
工
精
度
の
向
上
や
加
工

時
間
の
短
縮
、
人
手
不
足

の
解
消
と
い
っ
た
顧
客
の

課
題
解
決
の
た
め
、
最
新

の
切
削
工
具
を
使
っ
た
ト

ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
案
す
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
注
目

の
製
品
の
ひ
と
つ
、
エ

ポ
ッ
ク
ペ
ン
シ
ル
デ
ィ
ー

プ
ボ
ー
ル
エ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
「
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｂ
Ｐ
Ｅ

�
Ａ
Ｔ
Ｈ
」
フ
リ
ー
ネ
ッ

ク
タ
イ
プ
は
、�
隅
部
�、

�
深
彫
り
�
な
ど
の
金
型

加
工
に
お
い
て
、
工
具
の

タ
オ
レ
に
よ
り
狙
い
通
り

の
加
工
が
で
き
ず
、
再
加

工
や
ゼ
ロ
カ
ッ
ト
を
繰
り

返
し
、
結
果
と
し
て
加
工

能
率
が
大
き
く
低
下
し
が

ち
と
い
う
問
題
に
対
し

て
、
工
具
の
干
渉
リ
ス
ク

を
低
減
し
、
か
つ
工
具
集

約
を
実
現
で
き
る
製
品

で
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

大
き
く
拡
大
し
て
い
る
。

〔
製
品
の
特
徴
と
メ

リ
ッ
ト
〕

▽
深
掘
り
加
工
用
の
超

硬
ペ
ン
シ
ル
ボ
ー
ル
エ
ン

ド
ミ
ル
。
首
部
テ
ー
パ
半

角
、
首
下
長
さ
の
豊
富
な

サ
イ
ズ
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
。

▽
ボ
ー
ル
部
は
バ
ッ
ク

ド
ラ
フ
ト
形
状
を
採
用
、

点
あ
た
り
で
切
削
す
る
た

め
ビ
ビ
リ
を
低
減
で
き

る
。▽

ド
ラ
イ
で
も
ウ
ェ
ッ

ト
で
も
長
寿
命
な
耐
熱
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
「
Ａ
Ｔ
Ｈ
」

を
採
用
。

▽
首
部
に
段
差
が
な
い

た
め
壁
面
へ
の
干
渉
リ
ス

ク
を
低
減
。

▽
工
具
が
加
工
部
に
届

か
な
い
時
に
突
き
出
し
量

を
調
整
で
き
る
。

▽
把
持
量
の
調
整
で

様
々
な
加
工
深
さ
に
対
応

で
き
る
た
め
工
具
の
集
約

が
可
能
。

な
お
、
推
奨
で
き
る
加

工
用
途
は
、
底
部
フ
ィ

レ
ッ
ト
面
の
追
い
込
み
加

工
や
仕
上
げ
加
工
の
工
程

集
約
な
ど
。

【
問
合
せ
先
】
本
社
☎

0
3
（
6
8
9
0
）
5
1

0
2小

間
番
号
Ｗ
1
0
5
9

水谷理事長

森田実行委員長

住友電気工業

産
業
別
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
設
置

小
型
・
自
動

旋
盤
用
工
具

Ａ
Ｐ
Ｍ
型
ほ
か
幅
広
く
展
示

バ
リ
の
極
小
化
を
実
現

不 二 越

バ
リ
レ
ス
シ
リ
ー
ズ
中
心
に
出
展

作業性・安全性向上の『ＡＰＭ型』

バリレスシリーズ

オーエスジー

環
境
に
配
慮
し
た
提
案

金型の隅部、深彫り加工に

『ＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮ50TM』提唱

革
新
的
な

転
造
タ
ッ
プ

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｐ

EPDBPE－ATH フリーネックタイプ

ＧＲＥＥＮ
ＴＡＰ

Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

イスカルジャパン

生
産
性
と
収
益
性
を
向
上

シ
リ
ー
ズ

最
新『
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
』

出
展

ＥＰＤＢＰＥ―ＡＴＨフリーネックタイプ
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第581号（5） 20２４年（令和６年）10月号

タ
ン
ガ
ロ
イ
（
福
島
県

い
わ
き
市
）
は
、
『
未
来

を
共
に
創
造
す
る
信
頼
の

パ
ー
ト
ナ
ー
』
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
2
0
2
4
に
出
展
す

る
。同

社
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の

課
題
を
深
く
理
解
し
、
最

適
な
解
決
策
を
提
供
す
る

た
め
に
共
に
考
え
、
最
新

技
術
と
環
境
適
合
製
品
を

駆
使
し
、
広
範
な
製
品
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
様
々
な

課
題
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
生
産
性
向
上
の
サ
ポ

ー
ト
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
を
背
景
に
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
会
場
で

は
、
直
面
し
て
い
る
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
工
具
を

多
数
展
示
す
る
。そ

の
中
で

も
注
目
株
の

一
つ
で
、
画

期
的
な
先
端

交
換
式
エ
ン

ド
ミ
ル
『
Ｔ

ｕ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｅ

ｉ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
』
（
タ
ン

グ
・
マ
イ
ス

タ
ー
）
の
特

長
を
次
に
紹
介
す
る
。
Ｔ

ｕ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

の
加
工
ヘ
ッ
ド
は
、
ス
ク

エ
ア
タ
イ
プ
、
ボ
ー
ル
エ

ン
ド
ミ
ル
、
高
送
り
加
工

用
か
ら
、
面
取
り
加
工

用
、
Ｔ
�
ス
ロ
ッ
ト
加

工
、
さ
ら
に
は
仕
上
げ
加

工
用
の
バ
レ
ル
タ
イ
プ
ま

で
、
多
種
多
様
な
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
誇
る
。

ヘ
ッ
ド
を
取
り
付
け
る

シ
ャ
ン
ク
も
鋼
、
超
硬
の

他
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
タ
イ

プ
も
設
定
し
、
豊
富
な
製

品
群
か
ら
最
適
な
工
具
が

選
定
で
き
る
。
ま
た
、
革

新
的
な
取
り
付
け
機
構
は

シ
ン
プ
ル
か
つ
高
精
度

で
、
工
具
交
換
時
間
を
劇

的
に
短
縮
し
、
工
作
機
械

の
生
産
性
を
最
大
化
す

る
。な

お
、
現
在
「
Ｌ
ｅ
ｔ

’ｓ

Ｔ
ｒ
ｙ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
と
銘
打
っ
て
、

Ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
を
お
得
に
試
す
こ
と
が

で
き
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
中
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

で
。ま

た
、
ブ
ー
ス
で
は
Ｔ

ｕ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

の
他
、
旋
削
用
工
具
、
溝

入
れ
工
具
か
ら
転
削
、
穴

あ
け
ま
で
あ
ら
ゆ
る
加
工

に
対
応
す
る
最
新
工
具
シ

リ
ー
ズ
を
展
示
し
、
革
新

的
な
技
術
と
製
品
を
提
案

す
る
。

【
問
合
せ
先
】
本
社
☎

0
2
4
6
（
3
6
）
8
5

0
1小

間
番
号
Ｗ
1
0
2
1

ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
（
東

京
都
品
川
区
南
大
井
）

は
、
各
被
削
材
に
最
適
な

工
具
提
案
を
行
い
、
加
工

現
場
の
問
題
解
決
と
製
品

価
値
向
上
に
努
め
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
で
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る

一
部
の
製
品
と
そ
の
特
長

は
、
次
の
通
り
。

▽
ア
ル
ミ
加
工
用
高
能

率
3
枚
刃
ス
ク
エ
ア
エ
ン

ド
ミ
ル
『
Ｄ
Ｌ
Ｃ
�
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｓ
』
登
場
！

「
加
工
能
率
は
上
げ
た

い
が
加
工
面
の
精
度
や
品

質
は
下
げ
た
く
な
い
」
そ

ん
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ア

ル
ミ
合
金
加
工
用
3
枚
刃

ス
ク
エ
ア
エ
ン
ド
ミ
ル
。

最
適
化
さ
れ

た
形
状
と
Ｄ

Ｌ
Ｃ
コ
ー

テ
ィ
ン
グ

で
、
効
率
的

な
切
屑
排

出
、
良
好
な

精
度
と
加
工

面
品
質
を
実

現
。【

特
長
】

▽
外
周
刃
に
チ
ッ
プ
ブ

レ
ー
カ
を
設
け
て
切
屑
を

分
断
。
切
屑
排
出
性
と
加

工
機
内
で
の
切
屑
除
去
の

作
業
性
を
向
上
。

▽
心
厚
を
大
き
く
設
計

し
、
剛
性
を
高
め
倒
れ
精

度
を
向
上
。
良
好
な
加
工

面
を
実
現
。

▽
Ｄ
Ｌ
Ｃ
コ
ー
ト
の
採

用
に
よ
り
、
表
面
の
潤
滑

性
・
耐
摩
耗
性
を
向
上
。

▽
Ｕ
Ｔ
Ｗ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｔ
2

枚
刃
ロ
ン
グ
ネ
ッ
ク
ボ
ー

ル
『
Ｃ
Ｗ
Ｌ
Ｂ
』
。

銅
、
ア
ル
ミ
、
生
材
〜

50
Ｈ
Ｒ
Ｃ
ま
で
幅
広
く
対

応
で
き
る
2
枚
刃
ロ
ン
グ

ネ
ッ
ク
ボ
ー
ル
。
従
来
品

よ
り
長
寿
命
化
、
鏡
面
性

ア
ッ
プ
。
Ｒ
0.

05
〜
Ｒ

3
、
全
1
9
0
型
番
。

ま
た
11
月
8
日
（
金
）

は
15
�
00
か
ら
、
『
最
新

エ
ン
ド
ミ
ル
の
上
手
な
使

い
方
』
を
テ
ー
マ
に
、
テ

ク
ニ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
。
高
精
度

・
高
能
率
加
工
で
加
工
現

場
を
変
え
る
！
部
品
加
工

の
効
率
化
。
40
Ｈ
Ｒ
Ｃ
以

下
の
加
工
面
品
質
を
ワ
ン

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
す
る
�
な

ど
を
提
案
す
る
。
会
場
は

会
議
棟
6
Ｆ

6
0
7
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
5

3
（
4
9
3
）
1
0
1
4

小
間
番
号
Ｗ
1
0
1
5

ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
フ
（
東

京
都
品
川
区
東
品
川
）
は

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4

に
お
い
て
、
機
械
工
具
商

社
向
け
販
売
管
理
ソ
フ
ト

「
機
工
メ
イ
ト
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
、
電
子
帳
簿
保

存
法
に
対
応
し
た
「
機
工

メ
イ
ト
Ⅱ
」
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

ま
た
、
製
造
業
向
け
作

業
分
析
ツ
ー
ル
「
Ｏ
Ｔ
Ｒ

Ｓ
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
動

画
の
精
微
な
分
析
が
可
能

で
あ
る
改
善
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
10
」
に
加

え
、
自
動
分
節
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
「
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
＋
Ａ

Ｉ
」
を
展
示
す
る
。

さ
ら
に
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
す

ぐ
に
改
善
活
動
が
始
め
ら

れ
る
改
善
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
「
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｅ

Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
」
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行

う
。一

方
、
塗
装
技
術
向
上

に
最
適
な
Ｖ
Ｒ
塗
装
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
「
Ｓ
ｉ
ｍ

Ｓ
ｐ
ｒ
ａ
ｙ
」
を
展
示

し
、
実
際
に
Ｖ
Ｒ
塗
装
を

体
験
で
き
る
。

出
展
製
品
一
部
の
特
長

は
次
の
通
り
。

▽
機
械
工
具
商
向
け
販

売
管
理
シ
ス
テ
ム
『
機
工

メ
イ
ト
Ⅱ
』
�
『
機
工
メ

イ
ト
シ
リ
ー
ズ
』
は
機
械

工
具
商
業
界
と
共
に
歩
み

続
け
、
業
種
特
化
し
た
販

売
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て

業
界
導
入
率
は
高
く
、
収

録
商
品
デ
ー
タ
点
数
は
メ

ー
カ
ー
、
業
界
卸
商
社

（
9
社
）

を
含
め
5
5

9
万
点
以
上
！

ま
た
、
見
積
、
見
積
依

頼
、
受
注
、
発
注
、売
上
、

仕
入
、
一
度
入
力
し
た
デ

ー
タ
は
連
動
し
て
い
く
の

で
、
同
じ
デ
ー
タ
を
何
度

も
入
力
す
る
必
要
は
な

い
。
さ
ら
に
受
注
と
発

注
、
売
上
と
仕
入
な
ど
同

時
に
入
力
処
理
が
可
能
。

徹
底
的
に
二
度
打
ち
を
削

減
す
る
こ
と
で
、
業
務
に

お
け
る
効
率
化
・
簡
素
化

を
推
進
し
、
生
産
性
向
上

を
支
援
す
る
。

▽
改
善
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
『
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
』
シ
リ
ー

ズ
�
Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
10
」
、
ｉ
Ｏ

Ｓ
ア
プ
リ
「
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ

ｅ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
」
、
自
動
分

節
「
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
＋
Ａ
Ｉ
」

か
ら
な
る
『
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
』

シ
リ
ー
ズ
は
、
映
像
に
よ

る
動
作
・
時
間
分
析
を
行

う
ツ
ー
ル
。
現
場
の
ム
リ

・
ム
ダ
・
ム
ラ
を
見
え
る

化
し
、
バ
ラ
ツ
キ
を
無
く

し
て
作
業
を
標
準
化
す
る

こ
と
で
、
作
業
時
間
短
縮

・
コ
ス
ト
低
減
・
技
術
伝

承
を
最
適
化
で
き
る
。

▽
Ｖ
Ｒ
塗
装
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
『
Ｓ
ｉ
ｍ
Ｓ
ｐ
ｒ

ａ
ｙ
』
�
従
来
よ
り
進
化

し
た
「
Ｓ
ｉ
ｍ
Ｓ
ｐ
ｒ
ａ

ｙ
」
で
更
に
リ
ア
ル
な
塗

装
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可

能
！
。
塗
装
結
果
の
ス
コ

ア
表
示
や
塗
装
ム
ラ
・
ド

ラ
イ
ス
プ
レ
ー
・
オ
レ
ン

ジ
ピ
ー
ル
な
ど
を
視
覚
的

に
表
示
す
る
こ
と
で
課
題

を
発
見
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル

空
間
で
何
度
で
も
塗
装
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
3

（
5
7
8
1
）
3
0
9
2

小
間
番
号
Ｅ
5
0
4
5

ＪＪ
ＩＩ
ＭＭ
ＴＴ
ＯＯ
ＦＦ
出出
展展
製製
品品
紹紹
介介

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
（
名
古

屋
市
守
山
区
花
咲
台
）

は
、
新
製
品
の
ヘ
リ
カ
ル

穴
加
工
エ
ン
ド
ミ
ル
・

『
ド
リ
ミ
ル
』
を
は
じ
め

と
し
た
、
速
さ
・
精
度
に

特
化
し
た
製
品
で
生
産
性

向
上
を
提
案
す
る
。

ド
リ
ミ
ル
は
特
徴
的
な

底
刃
形
状
の
高
速
ヘ
リ
カ

ル
穴
加
工
エ
ン
ド
ミ
ル
。

一
本
の
工
具
で
複
数
の
穴

径
に
対
応
が
可
能
。
オ
イ

ル
ホ
ー
ル
で
切
粉
を
効
率

よ
く
排
出
し
、
切
粉
ト
ラ

ブ
ル
を
回
避
す
る
。
通
常

の
ラ
ン
ピ
ン
グ
角
が
2
〜

°5
の
所
を
°15

以
上
で
の
加

工
を
実
現
し
、
加
工
時
間

を
大
幅
に
短
縮
。
従
来
の

エ
ン
ド
ミ
ル
よ
り
も
ス
ラ

ス
ト
力
が
大
幅
に
下
が

り
、
低
剛
性
ワ
ー
ク
や
薄

板
ワ
ー
ク
も
歪
め
ず
に
加

工
が
可
能
。
ア
ル
ミ
・
自

動
車
外
装
パ
ネ
ル
に
も
適

用
。
鉄
・
ス
テ
ン
レ
ス
用

や
ラ
フ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
な

ど
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
続
々
と

追
加
予
定
。

会
場
ブ
ー
ス
で
は
、
3

つ
を
テ
ー
マ
に
加
工
実
演

を
常
時
行
う
。
「
高
速
・

高
品
質
加
工
」
を
テ
ー
マ

に
、
コ
ン
パ
ク
ト
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
『
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｕ
5
0
0
Ｘ

ｄ
1
』
（
ブ
ラ
ザ
ー
工

業
）
で
は
、
ド
リ
ミ
ル
を

使
用
し
た
ア
ル
ミ
の
高
速

加
工
を
行
う
。
例
年
の
穴

加
工
に
加
え
斜
め
穴
や
ク

ロ
ス
穴
な
ど
5
軸
加
工
機

な
ら
で
は
の
加
工
で
、
工

具
の
限
界
の
速
さ
と
高
品

質
な
仕
上
が
り
に
挑
戦
す

る
。

ま
た
、
「
超
微
細
精
密

加
工
」
を
テ
ー
マ
に
ブ
ー

ス
内
に
は
超
精
密
微
細
ゾ

ー
ン
を
設
置
し
、
極
小
径

工
具
や
碌
々
ス
マ
ー
ト
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
『
Ｍ
Ｅ
Ｇ

Ａ
』
を
使
用
し
た
高
精
度

な
微
細
加
工
ワ
ー
ク
等
を

複
数
展
示
予
定
。

一
方
、
近
年
注
目
の
集

ま
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
マ
シ
ニ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
用
に
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
し
た
低
負
荷
・

低
振
動
を
誇
る
ド
リ
ミ
ル

ラ
フ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
を
使

用
し
、
大
物
の
ワ
ー
ク
に

も
バ
リ
を
出
さ
ず
に
加
工

の
実
演
を
行
う
。

さ
ら
に
、
2
日
目
の
6

日
（
水
）
に
は
、
加
工
時

間
短
縮
の
方
法
と
事
例
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
加
え
て
同
日

ロ
ボ
ッ
ト
加
工
技
術
研
究

会
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
マ
シ

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
す

る
。な

お
、
ブ
ー
ス
内
に
は

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

テ
ー
ジ
を
設
け
、
プ
レ
ゼ

ン
回
数
を
大
幅
に
増
や

し
、
共
同
出
展
者
を
は
じ

め
と
し
た
様
々
な
企
業
の

ゲ
ス
ト
が
登

場
予
定
で
あ

る
。【

問
合
せ

先
】
☎
0
5

2
（
7
3

9
）
1
0
8

0
小
間
番
号

Ｗ
1
0
3
4

タンガロイ

注
目
は
タ
ン
グ・マ
イ
ス
タ
ー

課
題
解
決
し
共
に
未
来
を
創
造

イワタツール

最
高
峰
の
加
工
を
提
案

ヘ
リ
カ
ル
穴
加

工
エ
ン
ド
ミ
ル

『
ド
リ
ミ
ル
』筆
頭
に

Tung Meister 実削例

ユニオンツール

製
品
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富

ス
ク
エ
ア

エ
ン
ド
ミ
ル
『
Ｄ
Ｌ
Ｃ
�
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
』登
場

ヘリカル穴加工エンドミル『ドリミル』

ＤＬＣ－ＡＬＥＳ

ブロードリーフ

機
工
メ
イ
ト
Ⅱ
の
デ
モ
実
施

製・販
を
的
確
に
サ
ポ
ー
ト

ブロードリーフのブースイメージ
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2024年（令和６年）10月号 （6）第581号

ダ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
工
業

（
大
阪
市
平
野
区
加
美
）

は
多
様
化
、
難
削
化
す
る

被
削
材
に
適
応
し
、
ユ
ー

ザ
ー
の
加
工
改
善
に
つ
な

が
る
高
能
率
・
高
性
能
な

最
新
Ｍ
Ｃ
加
工
用
工
具

（
金
型
加
工
用
工
具
・
ド

リ
ル
）
を
中
心
に
出
展
す

る
。
主
な
出
展
製
品
は
、

エ
ア
ロ
チ
ッ
パ
ー
ミ
ニ
、

Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｋ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の

ほ
か
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ド
リ

ル
、
頑
固
一

徹
、
モ
ジ
ュ

ラ
ー
ヘ
ッ
ド

シ
リ
ー
ズ
な
ど
。

《
エ
ア
ロ
チ
ッ
パ
ー
ミ

ニ
》ア

ル
ミ
加
工
用
工
具
の

高
ま
る
需
要
に
対
応
し
て

開
発
。
小
型

イ
ン
サ
ー
ト

採
用
か
つ
小

径
多
刃
仕
様

と
す
る
こ
と

で
、
従
来
品

エ
ア
ロ
チ
ッ

パ
ー
と
比
較

し
、
さ
ら
な

る
高
速
高
能

率
な
加
工
が

可
能
に
な
っ

た
。
全
周
研

削
に
よ
る
高

精
度
な
3
次
元
ブ
レ
ー
カ

形
状
の
イ
ン
サ
ー
ト
に
よ

り
、
切
削
抵
抗
を
低
減
。

高
精
度
な
本
体
設
計
で
刃

先
精
度
が
高
く
、
優
れ
た

立
て
壁
加
工
精
度
と
正
面

加
工
精
度
が
得
ら
れ
る
。

平
行
キ
ー
の
採
用
で
イ
ン

サ
ー
ト
の
動
き
を
抑
制

し
、高
速
回
転
に
も
対
応
。

《
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｋ
Ｓ
シ
リ
ー

ズ
》両

面
使
用
可
能
な
6
コ

ー
ナ
の
経
済
的
な
イ
ン
サ

ー
ト
で
、
極
限
の
高
送
り

加
工
を
可
能
と
す
る
高
送

り
カ
ッ
タ
。
イ
ン
サ
ー
ト

拘
束
面
に
は
「
ダ
ブ
テ
イ

ル
構
造
」
を
採
用
。
イ
ン

サ
ー
ト
を
ね
じ
1
本
で
強

固
に
固
定
で
き
、
切
削
抵

抗
に
よ
る
イ
ン
サ
ー
ト
動

き
を
抑
制
、
安
定
し
た
長

寿
命
を
実
現
。
小
径
多
刃

の
05
タ
イ
プ
、
切
れ
味
と

強
度
を
両
立
し
た
07
タ
イ

プ
、
高
切
込
み
高
送
り
加

工
が
可
能
な
09
タ
イ
プ
の

3
種
類
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
。
加
工
用
途
に
応
じ
た

最
適
な
工
具
の
選
定
が
可

能
で
あ
る
。

ま
た
、11
月
8
日（
金
）

15
�
00
〜
16
�
00
に
は
、

会
議
棟
6
Ｆ
6
0
6
会
議

室
に
て
、
『
頑
固
一
徹
に

よ
る
深
堀
り
加
工
技
術

と
、ア
ル
ミ
の
高
機
能
刃

先
交
換
式
工
具
に
つ
い

て
』と
題
し
た
出
展
者
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。ギ

ガ
キ
ャ
ス
ト
の
普
及

に
よ
り
深
掘
り
加
工
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
り
、ま
た
軽

量
化
を
目
的
に
ア
ル
ミ
加

工
が
増
え
て
い
る
現
状
を

受
け
、「
頑
固
一
徹
」に
よ

る
深
掘
り
加
工
技
術
と
、

エ
ア
ロ
チ
ッ
パ
ー
ミ
ニ
に

よ
る
改
善
事
例
に
つ
い
て

説
明
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
6

（
6
7
9
1
）
6
7
8
1

小
間
番
号
Ｗ
1
0
4
3

藤
工
業
（
名
古
屋
市
港

区
入
場
）
は
、
高
硬
度
素

材
を
使
用
し
た
Ｌ
2
4
0

㎜
ス
ル
ー
フ
ィ
ー
ド
セ
ン

タ
レ
ス
ブ
レ
ー
ド
を
素
材

別
に
展
示
す
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｄ
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
焼
結
体
）
、
ジ
ル
コ
ニ

ア
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
Ｈ
ｉ

ｐ
ジ
ル
コ
ニ
ア
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
、
窒
化
珪
素
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
、
Ｈ
ｉ
ｐ
窒
化

珪
素
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
特

殊
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
2
種

（
Ｋ
Ｋ
Ｆ
と
Ｃ
Ｓ
Ｃ
／
共

に
藤
工
業
呼
称
）
、
超
硬

の
8
種
類
の
素
材
を
用
意

し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
直
接
手

に
し
て
も
ら
う
機
会
を
設

け
、
ワ
ー
ク
に
合
わ
せ
た

素
材
の
選
定
・
検
討
を
補

佐
す
る
。

ま
た
、
母
材
の
鋼
部
と

高
硬
度
素
材
の
接
着
方
法

も
ロ
ウ
付
け
・
ボ
ン
ド
付

け
の
見
本
を
用
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
行
う
。

そ
の
他
長
尺
Ｌ
8
0
5

㎜
Ｐ
Ｃ
Ｄ
ス
ル
ー
フ
ィ
ー

ド
セ
ン
タ
レ
ス
ブ
レ
ー

ド
、
段
差
精
度
±
1
�
Ｐ

Ｃ
Ｄ
イ
ン
フ
ィ
ー
ド
セ
ン

タ
レ
ス
ブ
レ
ー
ド
、
医
療

機
器
・
電
子

部
品
分
野
向

け
非
磁
性
Ｐ

Ｃ
Ｄ
ツ
メ
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｎ
セ

ン
タ
レ
ス
ブ

レ
ー
ド
、
Ｐ

Ｃ
Ｄ
バ
ッ
キ

ン
グ
プ
レ
ー

ト
、
Ｐ
Ｃ
Ｄ

／
セ
ラ
ミ
ッ

ク
Ｖ
レ
ス

ト
、
超
硬
を
複
雑
に
加
工

し
た
イ
ン
フ
ィ
ー
ド
セ
ン

タ
レ
ス
ブ
レ
ー
ド
等
を
展

示
す
る
。

Ｌ
3
0
0
㎜
以
上
の
長

尺
Ｐ
Ｃ
Ｄ
ス
ル
ー
フ
ィ
ー

ド
セ
ン
タ
レ
ス
ブ
レ
ー
ド

は
、
藤
工
業
以
外
で
は
あ

ま
り
加
工
実
績
が
な
く
、

非
磁
性
Ｐ
Ｃ
Ｄ
製
品
と
共

に
市
場
認
知
が
進
ん
で
い

な
い
の
で
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

2
0
2
4
を
通
じ
提
案
分

野
を
広
げ
る
。

な
お
、
治
具
の
摩
耗
で

困
っ
て
い
る
事
例
を
は
じ

め
、
ユ
ー
ザ
ー
の
長
期
安

定
生
産
に
貢
献
す
る
高
硬

度
素
材
耐
摩
耗
治
工
具
の

提
案
も
行
う
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
5

2
（
3
8
3
）
8
7
8
3

小
間
番
号
Ｗ
4
0
1
0

中
部
部
品
加
工
協
会
は

中
部
地
区
の
部
品
加
工
会

社
を
中
心
に
約
1
5
0
社

で
連
携
し
て
い
る
団
体
で

あ
る
。
昨
今
の
も
の
づ
く

り
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

部
品
加
工
の
対
応
を
さ
ら

に
強
化
し
一
貫
生
産
対
応

を
強
化
し
て
い
る
。
ま
た

人
材
不
足
に
対
応
す
る
た

め
の
省
人
化
提
案
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

を
行
う
会
社
だ
け
で
な

く
、
効
率
化
治
具
・
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
・
無
人
管
理
種
ま

で
幅
広
い
提
案
を
行
い
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業

の
活
性
化
を
図
っ
て
い

る
。今

回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

で
も
省
人
化
と
部
品
加
工

の
両
方
を
提
案
し
、
来
場

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。

出
展
内
容
の
一
部
を
次

に
紹
介
す
る
。
㈱
ベ
ル
ブ

ル
ー
は
、
旋
盤
の
ク
イ
ッ

ク
チ
ェ
ン
ジ
ホ
ル
ダ
ー
を

提
案
し
、
既
に
多
く
の
メ

ー
カ
ー
で
採
用
さ
れ
て
お

り
、
製
造
現
場
で
は
マ
ス

ト
ア
イ
テ
ム
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
で
は
、
国
内
メ
ー
カ

ー
全
社
に
対
応
で
き
る
対

応
力
と
同
時
に
展
開
す
る

丸
正
精
工
㈱
（
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
）
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
自
動
交
換
を
共
同
提

案
す
る
。
油
圧
式
で
は
な

く
マ
ニ
ュ
ア
ル
式
で
後
付

け
で
も
対
応
で
き
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
の
も
の
づ

く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
技

術
で
あ
る
。

金
型
メ
ー
カ
ー
出
身
の

丸
正
精
工
㈱
も
多
く
の
案

件
に
対
応
し
て
き
た
実
績

か
ら
、
自
動
化
の
相
談
は

無
償
で
行
い
、
最
も
安
価

な
提
案
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
拘

ら
な
い
提
示
を
し
た
い
と

意
気
込
み
を
見
せ
て
い

る
。㈱

坂
井
製
作
所
は
2
0

2
3
年
度
『
は
ば
た
く
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

3
0
0
社
』
に
選
ば
れ
た

企
業
で
、
従
来
の
水
栓
加

工
部
品
だ
け
で
な
く
、
美

容
機
器
や
医
療
機
器
の
部

品
加
工
か
ら
組
み
立
て
ま

で
の
一
貫
生
産
委
託
提
案

な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
対

応
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。ま

た
㈱
山
田
製
作
所
は

現
場
女
子
と
い
う
名
の
も

と
、
女
性
中
心
の
製
造
で

精
密
研
磨
品
の
量
産
対
応

を
す
る
と
い
う
驚
き
の
企

業
。
今
回
も
日
本
の
も
の

づ
く
り
産
業
の
効
率
化
と

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
品
質
管

理
か
ら
の
製
造
提
案
を
存

分
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
も
部
品
加

工
の
相
談
は
チ
ー
ム
や

『
み
つ
ツ
ク
』
と
い
う
サ

イ
ト
の
強
化
を
行
っ
て
お

り
、
省
人
化
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
の
副
資
材
自

動
管
理
シ
ス
テ
ム
『
Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
』
も
ロ
ボ
テ

ク
（
Ｒ
Ｔ
Ｊ
）
か
ら
公
開

し
始
め
、
反
響
を
呼
ん
で

い
る
。
ブ
ー
ス
に
寄
れ

ば
、
何
か
し
ら
の
機
会
と

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の

で
、
毎
回
目
が
話
せ
な
い

見
ど
こ
ろ
満
載
で
あ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
0

8
0-

5
1
6
8-

8
9
6

4(

代
表
理
事

村
井
正

輝)

、in
fo
@
jap
an
-p

arts.o
rg

小
間
番
号
Ｗ
3
1
1
3

ＪＪ
ＩＩ
ＭＭ
ＴＴ
ＯＯ
ＦＦ
出出
展展
製製
品品
紹紹
介介

ＰＣＤ段付きブレード
（±1㎛の高精度）

大
昭
和
精
機
（
東
大
阪

市
西
切
町
）
の
ブ
ー
ス
で

は
、
在
庫
管
理
・
寿
命
管

理
シ
ス
テ
ム
搭
載
の
工
具

収
納
棚
『
ツ
ー
ル
セ
ラ
ー

・
ジ
ェ
ネ
シ
ス
』
が
話
題

を
集
め
そ
う
で
あ
る
。
製

造
現
場
に
お
け
る
自
動
化

・
デ
ジ
タ
ル
化
は
生
産
機

械
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

使
用
す
る
工
具
の
在
庫
・

寿
命
管
理
な
ど
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
ツ
ー
ル
セ

ラ
ー
・
ジ
ェ
ネ
シ
ス
は

「
誤
っ
た
工
具
を
取
り
出

す
」「
工
具
の
準
備
に
時

間
を
要
す
る
」「
工
具
不

足
で
加
工
が
で
き
な
い
」

「
滞
留
、余
剰
在
庫
が
膨

ら
む
」「
現
場
と
事
務
所

で
重
複
し
た
在
庫
管
理
」

「
工
具
寿
命
の
管
理
が
で

き
な
い
」等
を
改
善
す
べ

く
製
造
現
場
に
適
し
た
工

具
収
納
棚
で
あ
る
。

在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
、入
出
庫
処
理
に

応
じ
て
該
当
す
る
引
き
出

し
の
ロ
ッ
ク
を
施
錠
、Ｌ

Ｅ
Ｄ
と
付
属
の
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
モ
ニ
タ
で
収
納
場
所

を
案
内
す
る
。こ
れ
に
よ

り
所
在
と
在
庫
数
の
ズ
レ

の
要
因
と
な
る「
棚
か
ら

自
由
に
工
具
を
持
ち
出
せ

る
」を
解
消
し
、シ
ス
テ

ム
上
で
出
庫
処
理
を
し
な

い
限
り
引
き
出
し
は
施
錠

（
ロ
ッ
ク
）と
な
る
。ま
た

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
、
引
き

出
し
を
解
錠
し
て
い
る
間

は
録
画
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
既
存
の
棚
を
利

用
し
た
工
具
管
理
が
行
え

る
「
ツ
ー
ル
セ
ラ
ー
・
ス

ウ
ィ
ー
プ
」
も
用
意
。
専

用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を

用
い
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
連

動
は
無
い
も
の
の
、
ジ
ェ

ネ
シ
ス
同
様
の
工
具
管
理

が
行
え
る
。

ジ
ェ
ネ
シ
ス
、
ス
ウ
ィ

ー
プ
共
に
製
造
情
報
の
総

合
管
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
の
連

動
で
、
加
工
に
必
要
な
製

造
情
報
、
加
工
指
示
書
を

一
元
管
理
す
る
こ
と
も
可

能
。
工
場
全
体
の
Ｄ
Ｘ
化

に
大
き
く
貢
献
す
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
で
は
、マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
用
ツ
ー
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
、超
硬
切
削
工
具
、ボ

ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、旋

盤
用
工
具
、ツ
ー
ル
プ
リ

セ
ッ
タ
、セ
ン
サ
ー
、ツ
ー

ル
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
な
ど
が

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
。

【
問
合
せ
先
】
☎
0
7

2
（
9
8
2
）
2
3
1
2

小
間
番
号
Ｗ
2
0
4
9

ダイジェット工業

最
新
Ｍ
Ｃ
加
工
用
工
具
出
展

人
気
の
エ
ア
ロ
チ
ッ
パ
ー
ミ
ニ
他

エアロチッパーミニ

大昭和精機

製
造
現
場
に
最
適
な
工
具
棚

『
ツ
ー
ル
セ
ラ
ー・ジ
ェ
ネ
シ
ス
』出
展

Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｋ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ

藤 工 業

セ
ン
タ
レ
ス
ブ
レ
ー
ド
素
材
別
に
展
示

長
尺
で
は
固
有
技
術
で
リ
ー
ド

ツ
ー
ル
セ
ラ
ー
・
ス
ウ
ィ
ー
プ
㊤
と
ツ
ー
ル
セ
ラ
ー
・
ジ
ェ
ネ
シ
ス

中部部品加工協会

新
た
な
部
品
加
工
を
提
案

省
人
化
、自
動
化
対
応
も
追
求
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ホール別出展分野

東1－3 ホール
・工作機械
・鍛圧機械
・その他関連機器

東4－6 ホール
・工作機械
・ＣＡＤ／ＣＡＭ
・その他関連機器

東7－8 ホール
・工作機械
・精密測定機器
・光学測定機器
・試験機器
・ＣＡＤ／ＣＡＭ
・その他関連機器

西1－2 ホール
・機械工具
・工作機器

西3－4 ホール
・ダイヤモンド／CBN工具
・切削砥石・研磨剤
・油圧・空気圧・水圧機器
・歯車・歯車装置
・機械工具
・工作機器
・その他関連機器

南1－2 ホール
・工作機械
・Additive Manufacturing Area

南3－4 ホール
・工作機器
・その他関連機器
・出版

Additive Manufacturing Area
in JIMTOF2024

JIMTOF2024では特別併催展として、『Ａ
dditive Manufacturing Area in JIMTOF20
24』を開催する。
エリア内では出展者による展示に加え、

講演会やセミナーも行われ、ＡＭに関連す
る最新の製品や最先端の技術、ソリュー
ションと効率的に出会える。

ＡＡＭＭエエリリアア出出展展者者

アイエイアイ、愛知産業、APPLE TREE、
イノテック、イノバテスト・ジャパン、岩間
工業所、エイチ・ティー・エル、SK Additive
lnnovat ion、エスケーファイン、オープン・マ
インド・テクノロジーズ・ジャパン、小楠金
属工業、国立大学法人金沢大学人間機械創造
研究室、兼松エレクトロニクス、兼松ケージ
ーケイ、キーエンス、技術研究組合次世代3
Ｄ積層造形技術総合開発機構、キャステム、
久宝金属製作所、クリモト、コアテクノロジ
ーアジア、コウセルジャパン、桜井製作所、
シーケービー、シーフォース、ShareLab、ジェ
ービーエムエンジニアリング、シマダマシン
ツール、正保鉄工所、スギノマシン、スリー
ディー・システムズ・ジャパン、そうぎょ
う、大銑産業、大同特殊鋼、大陽日酸、チタ
製作所、DMM. com、ＤＭＧ森精機、ティーケ
ーエンジニアリング、デルタ電子、東海挟範、
東海ソフト、公益財団法人東京都中小企業振
興公社、地方独立行政法人東京都立産業技術
研究センター、DOHO、ニクニ、ニデックマ
シンツール、一般社団法人日本ＡＭ協会、日
本軽金属、日本3Ｄプリンター、一般社団法
人日本3Ｄプリンティング産業技術協会、日
本精機、日本電子、日本フルードシステム、
日本ホートンノガ・ウォーターズ、BirthT、
パトライト、原製作所、バリュー・ファイン
ダー、bestat、富士高周波工業、フュージョン
テクノロジー、Brule Inc.、ヘガネスジャパ
ン、前田シェルサービス、松浦機械製作所、
憬抜製作所、マツザワマシナリー、丸菱製作
所、丸紅情報システムズ、三菱電機、渡忠機
械。
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2
0
2
5
年
国
内
最
大

級
の
工
作
機
械
見
本
市

『
メ
カ
ト
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ

パ
ン
（
以
下
�
Ｍ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
）
2
0
2
5
』
の
出
展

募
集
が
11
月
1
日
（
金
）

か
ら
開
始
さ
れ
る
。

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
2
0
2
5
は

来
年
10
月
22
日
（
水
）
か

ら
25
日
（
土
）
の
4
日

間
、
会
場
と
な
る
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ご
や
（
名
古
屋

市
港
区
）
・
全
展
示
館
を

使
用
し
て
開
催
さ
れ
る
。

主
催
は
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
社
、
共
催
は
愛

知
県
機
械
工
具
商
業
協
同

組
合
。

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
は
1
9
8
7

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
隔
年
開
催
で
今
回
が
通

算
20
回
目
と
な
る
。
前
回

の
2
0
2
3
年
展
に
は
、

4
9
0
社
・
団
体
（
2
千

1
0
1
小
間
）
が
出
展

し
、
約
7
万
7
千
人
が
来

場
し
た
。

出
展
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

自
動
車
や
航
空
機
な
ど
製

造
業
が
集
積
す
る
中
部
地

方
の
市
場
に
向
け
て
、
直

接
最
新
製
品
や
技
術
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、

地
元
の
機
械
工
具
組
合
と

の
連
携
や
積
極
的
な
広
報

宣
伝
、
主
催
者
企
画
と
し

て
最
新
加
工
技
術
の
実
演

展
示
、
著
名
人
や
技
術
者

を
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
開

催
な
ど
、
来
場
意
欲
を
高

め
る
企
画
が
満
載
で
、
確

か
な
動
員
力
を
堅
持
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
は
『
中
小

・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ゾ
ー

ン
』
が
新
設
さ
れ
、
中
小

企
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
出
展
を
支
援
す
る
た
め

に
、
最
低
限
の
展
示
設
備

を
付
帯
し
た
低
料
金
（
15

万
円
・
税
別
）
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
小
間
を
用
意
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
ゾ
ー
ン
へ

出
展
す
る
こ
と
で
、
自
社

の
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
を
来
場
者
に
紹
介
で
き

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
を
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
大
き

な
魅
力
で
あ
る
。
予
測
開

催
規
模
は
2
千
小
間
、
来

場
者
数
は
7
万
人
を
見
込

ん
で
い
る
。

【
出
展
対
象
製
品
】

工
作
機
械
、
鍛
圧
・
板

金
加
工
機
、
射
出
成
形

機
、
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、

機
械
工
具
、
の
こ
刃
、
切

削
工
具
、
工
作
機
器
、
測

定
機
器
、
試
験
機
器
、
研

削
砥
石
、
研
磨
材
、
油
圧

・
空
圧
・
水
圧
機
器
、
歯

車
・
歯
車
装
置
、
環
境
・

安
全
対
応
機
器
装
置
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ
Ａ

Ｅ
、
制
御
装
置
・
関
連
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
、
搬
送
装
置
、
洗

浄
機
械
装
置
、
品
質
管
理

・
安
全
・
試
験
認
証
機

関
、
新
素
材
、
マ
イ
ク
ロ

マ
シ
ン
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
関
連
な
ど
。

申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
1
小
間
（
2
、
9
7

0
×
2
、
9
7
0
）
が
基

本
㎜
単
位
で
、
料
金
は
31

万
円
（
税
別
）
。
ま
た
、

10
小
間
を
超
え
る
申
し
込

み
の
場
合
は
出
展
料
金
が

割
引
さ
れ
る
。
①
10
〜
19

小
間
5
％
引
き
、
②
20
〜

39
小
間
10
％
引
き
③
40
小

間
以
上
15
％
引
き
。
※
別

途
発
生
す
る
料
金
に
つ
い

て
は
、
そ
の
事
項
を
確

認
。
申
し
込
み
締
め
切
り

は
2
0
2
5
年
2
月
28
日

（
金
）
。
（
但
し
満
小
間

に
な
り
次
第
締
め
切
り
、

受
付
を
終
了
す
る
）
。

な
お
、
出
展
申
し
込
み

方
法
は
所
定
の
申
込
書

（
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
）
で
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
事

務
局
へ
。

そ
の
他
詳
細
な
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ

ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
Ｍ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
事
務
局
☎
0
5
2

（
7
3
2
）
2
4
5
5
、

愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協

同
組
合
☎
0
5
2
（
8
8

9
）
6
1
2
8
ま
で
。

ユ
ア
サ
商
事
中
部
支
社

（
名
古
屋
市
名
東
区
高

社
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
長
兼

中
部
支
社
長
�
堂
跡
陽
一

氏
）
の
販
売
組
織
・
中
部

ユ
ア
サ
や
ま
ず
み
会
（
会

長
�
峰
澤
彰
宏
氏
、
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
の
内
81

社
が
主
催
社
と
な
り
、
出

展
メ
ー
カ
ー
3
0
8
社
の

開
催
規
模
で
行
わ
れ
た

�
つ
な
ぐ
�
中
部
グ
ラ
ン

ド
フ
ェ
ア
2
0
2
4
は
、

9
月
6
日
・
7
日
の
2
日

間
、
会
場
の
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や
に
1
万
1
千
5

0
0
余
名
が
訪
れ
、
フ
ェ

ア
の
実
績
は
2
6
3
億
3

千
3
0
0
万
円
と
な
っ

た
。初

日
は
午
前
中
か
ら
多

く
の
来
場
者
で
会
場
が
込

み
合
い
、
幸
先
良
い
ス
タ

ー
を
切
っ
た
。
お
目
当
て

の
メ
―
カ
ー
ブ
ー
ス
に
立

ち
寄
り
、
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン

で
は
「
モ
ノ
づ
く
り
（
物

流
／
製
造
）
」
「
す
ま
い

づ
く
り
」

「
環
境
づ
く

り
」
「
ま
ち

づ
く
り
」
の

4
つ
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
か

ら
、
メ
ー
カ

ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
創
出
さ
れ
た
『
ユ
ア

サ
商
事
の
総
合
力
』
を
実

感
す
る
様
子
が
う
か
が
わ

れ
た
。

ま
た
、
関
心
が
寄
せ
ら

れ
る
『
生
成
Ａ
Ｉ
』
を
テ

ー
マ
と
し
た
グ
ラ
ン
ド

フ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
も
人
気

で
、
ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ

ｍ
ｅ

ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
代

表
取
締
役
社
長
佐
藤
聡
講

師
か
ら
、
Ａ
Ｉ
と
は
何

か
？
ど
の
よ
う
な
事
が
出

来
る
の
か
？
企
業
で
の
活

用
方
法
は
？
な
ど
、
業
務

の
改
革
、
改
善
に
役
立
つ

情
報
を
聴
い
た
。

な
お
、
開
幕
に
先
立
ち

行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
代
表
三
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
グ
ラ
ン
ド

フ
ェ
ア
（
以
下
Ｇ
Ｆ
）
へ

の
取
り
組
み
姿
勢
を
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。
（
一
部

抜
粋
）

主
催
社
代
表
峰
澤
会
長

は
「
つ
な
ぐ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
展

示
会
と
し
て
、
モ
ノ
づ
く

り
、
す
ま
い
づ
く
り
、
環

境
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
各
分
野
に
お
い
て
社
会

課
題
を
解
決
す
る
商
品
や

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

す
る
場
と
し
て
準
備
が

整
っ
た
。
ま
た
『
Ｇ
ｒ
ｏ

ｗ
ｉ
ｇ

Ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｅ

ｒ
（
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
・

ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
）
』
共
に

成
長
を
目
指
す
展
示
会
と

し
て
Ｇ
Ｆ
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
、
来
年
2
月
に
は

タ
イ
国
に
お
い
て
開
催

し
、
史
上
初
め
て
日
本
の

文
化
と
タ
イ
の
文
化
を
つ

な
ぐ
フ
ェ
ア
と
し
て
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

二
日
間
、
全
力
で
有
益
な

場
に
し
て
行
き
た
い
」
。

中
部
ユ
ア
サ
炭
協
会

（
出
展
メ
ー
カ
ー
）
代
表

・
四
国
化
成
建
材
眞
鍋
宣

訓
社
長
は
、
「
Ｇ
Ｆ
で
の

取
り
組
み
と
し
て
、
お
客

様
へ
の
製
品
提
案
、
メ
ー

カ
ー
同
士
の
情
報
共
有
の

2
つ
が
主
要
な
目
的
と
な

る
。
現
在
直
面
し
て
い
る

課
題
と
し
て
『
災
害
へ
の

対
応
』
、
安
全
・
安
心
を

テ
ー
マ
に
し
た
商
品
づ
く

り
に
軸
足
を
置
く
。
も
う

一
つ
は
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
拡
大
』
、
強
み
を
発

揮
し
、
そ
し
て
弱
み
を
互

い
に
補
強
し
あ
う
。
こ
の

様
に
ク
リ
ア
し
て
行
き
た

い
」
。

事
務
局
ユ
ア
サ
商
事
田

村
博
之
社
長
は
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ

Ａ
の
時
代
を
迎
え
、
『
人

手
不
足
』
、
『
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
』
、
『
Ａ

Ｉ
技
術
』
な
ど
の
変
革
が

目
覚
ま
し
い
。
ユ
ア
サ
商

事
は
そ
の
中
で
、
リ
ア
ル

な
情
報
を
入
手
し
、
的
確

に
対
応
す
る
た
め
の
分

析
、
そ
し
て
お
客
様
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ｇ
Ｆ
で
は
、
�
足
元

の
業
績
を
固
め
る
�、�
明

日
の
糧
を
探
す
�
、
�
将

来
の
方
向
性
を
見
い
出

す
�
こ
の
3
つ
を
掲
げ
、

三
位
一
体
と
な
っ
て
成
果

に
結
び
付
け
た
い
」
と
述

べ
た
。

次
い
で
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
開
会
し
た
。

ユアサ商事 『
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
２
０
２
５
』来
秋
開
催

テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で
新
た
な
需
要
創
出

中
小・ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ゾ
ー
ン
を
新
設

『
つ
な
ぐ
』
中
部
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
盛
況

１１
月
１
日
よ
り
出
展
募
集
開
始

峰澤彰宏氏

ワークショップを有効活用する出展者
（ＭＥＣＴ2023から 写真は主催者提供）

藤
川
伝
導
機
（
本
社
�

東
京
都
台
東
区
台
東
、
社

長
�
藤
川
文
男
氏
）
は
、

本
社
新
社
屋
の
建
設
を
進

め
て
い
た
が
完
成
に
至

り
、
既
に
8
月
26
日
か
ら

営
業
を
開
始
し
て
い
る
。

千
代
田
区
か
ら
台
東
区

へ
新
築
移
転
し
た
の
が
1

9
6
8
年
。
以
来
55
年
の

経
過
に
よ
る
老
朽
化
の
た

め
、
新
築
す
る
計
画
が
昨

年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い

た
。同

社
は
、
Ｆ
Ａ
機
器
、

動
力
伝
導
要
品
の
総
合
商

社
。
1
9
4
7
年
（
創
業

者
�
藤
川
利
徳
氏
）
藤
川

鉄
工
所
と
し
て
創
業
。
現

在
の
藤
川
伝
導
機
が
設
立

さ
れ
た
の
は
1
9
5
0
年

で
あ
る
。

藤
川
社
長
は
「
ハ
イ
テ

ク
機
械
産
業
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
自
動
化
・
省
力

化
・
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
技
術
的

要
求
は
日
々
、
高
度
化
・

多
様
化
し
て
い
る
。
時
代

が
求
め
る
工
業
要
品
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
調
達
し
、
供

給
責
任
を
全
う
す
る
こ
と

で
世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
に

貢
献
す
る
こ
と
が
弊
社
の

使
命
と
考
え
て
い
る
」
と

し
、
ま
た
、
今
回
の
新
社

屋
完
成
に
よ
る
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
機
に
「
引
き
続

き
、
全
社
的
に
奉
仕
と
誠

実
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
お
客

様
の
ご
期
待
・
ご
要
望
に

お
応
え
で
き
る
高
付
加
価

値
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
て
行
き
た
い
」
と
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

新
社
屋
の
概
要
は
、
地

上
5
階
建
て
敷
地
面
積
6

3
3
・
39
㎡
、
建
築
面
積

2
8
4
・
59
㎡
、
延
べ
床

面
積
1
千
3
5
1
・
58

㎡
。1

階
は
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
、
倉
庫
ほ
か
。
2
階
は

開
放
的
な
営
業
部
ス
ペ
ー

ス
。
3
階
は
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
担
保
し
た
総
務
部
ス

ペ
ー
ス
。
4
階
は
応
接
・

役
員
室
、打
ち
合
わ
せ
、
講

習
等
フ
リ
ー

に
使
用
で
き

る
多
目
的
コ

ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
。

5
階
は
会
議

室
と
な
っ
て

お
り
、
ト
ー

タ
ル
的
に
業

務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
て

い
る
。

藤川伝導機

本
社
新
社
屋
が
完
成

高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

手前はテーマゾーンエリア

藤川伝導機 本社新社屋
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オ
リ
オ
ン
機
械
（
本
社
・

工
場
�
長
野
県
須
坂
市
、

社
長
�
太
田
哲
郎
氏
）
は

9
月
18
日
・
19
日
の
2
日

間
、
名
古
屋
市
中
小
企
業

振
興
会
館
（
吹
上
ホ
ー

ル
）
・
第
1
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
展
示
場
を
会
場
に
、

『
オ
リ
オ
ン
フ
ェ
ア
2
0

2
4
ｉｎ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
』

を
開
催
し
た
。

名
古
屋
で
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
フ
ェ
ア
は
10
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
、
同
社
産

業
用
機
器
の
最
先
端
技
術

を
誇
る
製
品
群
が
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
、
同
社
の
代
理
店

・
販
売
店
の
動
員
力
で
、

来
場
者
は
2
日
間
で
約
1

千
1
0
0
名
を
数
え
た
。

今
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
は

必
須
で
、
同
社
で
は
そ
の

実
現
を
見
据
え
た
省
エ
ネ

高
効
率
、
環
境
配
慮
技

術
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
コ

ネ
ク
ト
に
至
る
最
新
の
提

案
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
発
信
し
共
有
す
る
こ
と

で
、
成
長
分
野
へ
の
足
取

り
を
加
速
さ
せ
る
な
ど
、

フ
ェ
ア
の
実
り
を
上
げ

た
。今

回
テ
ー
マ
に
掲
げ
た

の
は
『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現

か
が
や

く
未
来
に
向
け
て
』
。
会

場
は
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
ゾ
ー

ン
、
微
細
加
工
ゾ
ー
ン
、

省
エ
ネ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
、
コ
ネ
ク
ト
ゾ
ー

ン
、
ブ
ロ
ー
エ
ア
ー
の
省

エ
ネ
化
ゾ
ー
ン
、
新
技
術

ゾ
ー
ン
、
ド
ラ
イ
ゾ
ー
ン

で
構
成
。

そ
の
中
で
、
コ
ラ
ボ
ゾ

ー
ン
と
し
て
微
細
加
工
ゾ

ー
ン
で
は
、
碌
々
ス
マ
ー

ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
日
進

工
具
、
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
が

工
具
、
加
工
サ
ン
プ
ル
等

を
出
展
。
微
細
加
工
の
ポ

イ
ン
ト
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
紹

介
さ
れ
、
オ
リ
オ
ン
の
精

密
空
調
機
と
の
コ
ラ
ボ
で

加
工
精
度
と
省
エ
ネ
の
両

立
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

ま
た
、
ブ
ロ
ー
エ
ア
ー

の
省
エ
ネ
化
ゾ
ー
ン
で

は
、
コ
ン
ベ
ア
付
き
水
切

り
装
置
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
）
、
エ

ア
ー
消
費
量
削
減
パ
ル
ス

ブ
ロ
ー
シ
リ
ー
ズ
（
Ｋ
Ｏ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
）
、
洗
浄
技

術
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
フ
ァ
イ
ン
マ
シ
ー
ン
カ

タ
オ
カ
）
の
紹
介
な
ど
、

工
場
の
電
気
消
費
量
の
低

減
は
じ
め
、
新
た
な
省
エ

ネ
メ
ソ
ッ
ド
が
提
案
さ
れ

た
。

そ
の
ほ
か
各
ゾ
ー
ン
に

お
い
て
、
オ
リ
オ
ン
独
自

の
先
端
技
術
が
披
露
さ

れ
、
新
技
術
ゾ
ー
ン
で

は
、
同
社
が
本
格
参
入
す

る
水
素
関
連
事
業
の
一
端

と
し
て
『
水
電
解
水
素
発

生
装
置
・
Ｐ
Ｇ
Ｈ
0
5

Ａ
』
が
出
展
さ
れ
、
注
目

を
浴
び
た
。

一
方
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で

は
、
設
備
設
計
者
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、

省
エ
ネ
製
品
進
化
の
ポ
イ

ン
ト
、
微
細
加
工
に
お
け

る
ポ
イ
ン
ト
、
ブ
ロ
ー
エ

ア
ー
の
省
エ
ネ
化
と
題
し

て
、
2
日
間
で
内
容
を
変

え
て
実
施
さ
れ
、
コ
ラ
ボ

メ
ー
カ
ー
の
講
師
も
加
わ

り
最
新
情
報
が
聴
講
者
に

発
信
さ
れ
た
。

な
お
、
初
日
開
場
前
に

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

太
田
社
長
お
よ
び
同
社
代

理
店
会
・
全
国
産
機
オ
リ

オ
ン
会
副
会
長
の
髙
田
研

至
氏
（
井
高
社
長
）
が
あ

い
さ
つ
。
太
田
社
長
は

「
社
業
の
経
過
を
振
り
返

る
こ
と
よ
り
、
�
明
日
か

ら
ど
う
す
る
か
�
を
大
事

に
考
え
て
い
る
。
こ
の
先

は
、
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
フ

ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
す
る
製

品
を
抑
え
、
『
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
』

を
最
優
先
課
題
と
し
て
全

社
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
引
き
続
き
10
年
先
を

見
据
え
た
製
品
開
発
に
傾

注
し
、
新
工
場
（
本
社
工

場
）
で
は
、
地
産
地
消
で

『
水
素
事
業
』
を
推
進
す

る
計
画
で
あ
る
」
と
述

べ
、
最
後
に
「
こ
の
2
日

間
、
来
場
さ
れ
る
お
客
様

に
は
オ
リ
オ
ン
の
事
業
の

方
向
性
を
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
進
化
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
印
象
付
け
た
い
」
と

強
調
し
た
。

ま
た
、
髙
田
研
至
氏
は

「
オ
リ
オ
ン
製
品
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
優
良
性
は
も

ち
ろ
ん
、
コ
ス
ト
面
で
の

対
応
、
革
新
性
の
あ
る
技

術
対
応
に
は
敬
服
し
て
い

る
。
当
地
区
で
の
フ
ェ
ア

開
催
で
、
代
理
店
の
立
場

で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

拡
大
を
期
待
し
、
ま
た
責

務
と
し
て
全
力
で
務
め
た

い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
へ
と
進
め

ら
れ
開
幕
し
た
。

測
定
・
計
測
機
器
の
専

門
フ
ェ
ア
『
第
2
回
測
定

・
計
測
総
合
技
術
展
ｉｎ
Ｎ

ａ
ｇ
ｏ
ｙ
ａ
』
が
9
月
26

日
、
名
古
屋
市
千
種
区
の

中
小
企
業
振
興
会
館
（
吹

上
ホ
ー
ル
）
2
階
・
第
1

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示
場
で

開
催
さ
れ
た
。

『
は
か
る
』
は
未
來
へ

つ
な
ぐ
も
の
づ
く
り
。
を

テ
ー
マ
に
し
た
フ
ェ
ア
に

は
、
測
定
・
計
測
機
器
関

連
メ
ー
カ
ー
89
社
が
出

展
。
新
規
出
展
メ
ー
カ
ー

も
加
わ
り
前
回
に
比
較
し

て
10
％
程
度
開
催
規
模
が

拡
大
さ
れ
、
各
社
新
た
な

技
術
、
製
品
、
独
自
性
を

紹
介
す
る
と
共
に
、
別
会

場
で
は
5
つ
の
タ
イ
ム
リ

ー
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
セ

ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

機
械
加
工
を
主
と
し
た

モ
ノ
づ
く
り
現
場
に
は
不

可
欠
な
測
定
・
計
測
業
務

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
発
生

す
る
問
題
を
如
何
に
解
決

し
て
生
産
性
の
向
上
に
繋

る
か
が
課
題
で
あ
る
。

来
場
者
ら
は
そ
の
具
体

的
な
事
例
を
持
ち
寄
り
、

ま
た
、
正
確
な
測
定
数
値

を
求
め
る
の
に
不
可
欠
な

校
正
作
業
も
含
め
、
多
岐

に
わ
た
る
提
案
を
吸
収
す

る
こ
と
で
、
自
動
化
を
は

じ
め
と
す
る
、
自
社
に
最

も
有
効
的
な
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
模
索

し
、
会
場
を
一
巡
し
て
い

た
。ま

た
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は

『
品
質
向
上
の
た
め
の
校

正
作
業
』
や
『
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
向
け
た

測
定
』
『
人
手
不
足
に
対

応
す
る
自
動
化
』
な
ど
に

対
す
る
知
識
を
高
め
、
直

ぐ
に
で
も
手
に
入
れ
た
い

手
法
を
学
ん
だ
。

今
回
の
開
催
に
際
し
主

催
者
は
「
熱
意
を
も
っ
て

ご
来
場
者
に
接
し
、
直
面

し
て
い
る
課
題
を
引
き
出

し
な
が
ら
解
決
に
導
き
、

関
係
者
の
総
合
力
を
発
揮

し
、
次
の
案
件
に
結
び
付

け
て
行
き
た
い
」
と
話
し

た
。な

お
、
当
日
は
1
千
1

0
0
余
名
が
来
場
し
た
。

フ
ェ
ア
は
今
後
、
仙
台

（
10
月
）
、
大
阪
（
11

月
）
、
岡
山
（
2
0
2
5

年
）
で
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

オリオン機械�
は
か
る
�技
術
、自
動
化
促
進

目
指
す
未
来
を
フ
ェ
ア
で
展
開

１０
年
ぶ
り
の
名
古
屋
で
活
況
呈
す

測
定・計
測
専
門
フ
ェ
ア
盛
況

カーボンニュートラルに向けた数々の提案

印
藤
産
業
（
本
社
�
名

古
屋
市
中
村
区
名
駅
南
、

社
長
�
印
藤
武
司
氏
）

は
、
9
月
7
・
8
日
の
両

日
、
本
社
社
屋
を
会
場
に

『
第
35
回
感
謝
フ
ェ
ア
』

を
開
催
。
秋
の
需
要
期
に

向
け
て
、
訪
れ
た
顧
客
に

新
情
報
、
新
商
品
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
日
頃
の

取
り
引
き
に
感
謝
で
応
え

た
。

コ
ロ
ナ
以

降
、
回
復
し

た
業
績
を
堅

持
し
て
い
る

同
社
は
、
メ

ー
カ
ー
の
協

力
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
仕

入
れ
、
そ
れ
に
自
社
の
付

加
価
値
を
の
せ
て
、
顧
客

に
安
定
供
給
を
続
け
て
い

る
。そ

の
一
連
の
流
れ
を
披

露
す
る
場
が
『
感
謝
フ
ェ

ア
』
で
あ
り
、
営
業
の
集

大
成
の
場
で
も
あ
る
。

今
回
も
80
社
を
超
え
る

出
展
メ
ー
カ
ー
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
と
持
ち
味
を

発
揮
し
、
来
場
者
の
購
買

意
欲
を
高
め
た
の
を
は
じ

め
、
『
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
コ

ー
ナ
ー
』
で
は
、
さ
ら
に

タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
設
け

て
、
お
値
打
ち
感
を
倍
増

さ
せ
、
そ
の
効
果
を
出
し

て
い
た
。

ま
た
、
今
回
は
欧
米
の

輸
入
商
品
を
充
実
さ
せ
、

来
場
者
の
目
先
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
た
動
き
も

功
を
奏
し
た
。
さ
ら
に
、

来
場
し
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
企
画
で
あ

る
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
に
加
え
、
特
設
の
Ｖ
Ｒ

（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ

テ
ィ
）
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

『
海
の
中
』
『
お
化
け
屋

敷
』
な
ど
の
仮
想
空
間
を

楽
し
む
光
景
が
見
ら
れ

た
。ま

た
開
場
前
に
は
、
印

藤
社
長
が
「
こ
う
し
て
今

年
も
感
謝
フ
ェ
ア
を
開
催

で
き
る
の
も
、
出
展
・
協

力
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
お
か

げ
」
と
感
謝
の
意
を
表

し
、
「
今
回
も
新
規
の
お

客
様
を
多
く
迎
え
る
の

で
、
安
心
と
信
頼
を
築
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
接
客

を
心
掛
け
て
行
き
た
い
」

さ
ら
に
「
市
場
は
常
に
変

化
し
て
行
く
の
で
、
そ
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
こ
の

先
も
ロ
ン
グ
ラ
ン
に
フ
ェ

ア
の
継
続
に
努
め
て
行
き

た
い
」
と
述
べ
、
協
力
を

仰
い
だ
。

次
い
で
、
印
藤
常
務
、

松
井
専
務
か
ら
2
日
間
の

注
意
事
項
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
の
後
、
顧
客
を
迎
え
入

れ
た
。

印藤産業

安
定
供
給
で
ニ
ー
ズ
に
対
応

第2回測定・計測総合技術展ｉｎ Ｎａｇｏｙａ
込み合う会場内と（下）はセミナー 感

謝
フ
ェ
ア
で
信
望
高
ま
る

太田哲郎氏印藤武司氏

髙田研至氏

賑わう5F会場
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（
一
社
）
日
本
金
型
工

業
会
と
（
一
社
）
日
本
金

属
プ
レ
ス
工
業
協
会
、

（
一
社
）
日
本
Ａ
Ｍ
協
会

は
、
来
年
4
月
16
日（
水
）

〜
18
日
（
金
）
ま
で
の
3

日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｏ

Ｌ
Ｄ
／
金
型
展
／
金
属
プ

レ
ス
加
工
技
術
展
／
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
を
開
催
す

る
（
運
営
�
イ
ン
タ
ー
モ

ー
ル
ド
振
興
会
）
も
の

で
、
現
在
出
展
企
業
を
募

集
中
で
あ
る
。

10
月
末
ま
で
の
申
込
で

割
安
に
な
る
早
期
申
込
割

引
や
、
初
め
て
の
出
展
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
初
出
展
割

引
な
ど
、
各
種
割
引
制
度

を
設
け
て
い
る
。
出
展
申

込
期
日
は
12
月
末
で
、
主

催
者
は
メ
リ
ッ
ト
の
多
い

機
会
を
活
用
す
べ
く
積
極

的
な
出
展
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

同
展
で
は
金
型
や
金
属

プ
レ
ス
加
工
技
術
の
ほ

か
、
Ａ
Ｍ
（
ア
デ
ィ
テ
ィ

ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
）
の
最
新
製
品
や
技

術
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
行

う
。
4
展
全
体
で
も
の
づ

く
り
の
進
化
と
革
新
を
広

く
発
信
し
、
相
乗
効
果
に

よ
り
製
造
業
に
お
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促

進
す
る
。

ま
た
運
営
事
務
局
で

は
、
出
展
者
へ
の
提
供
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
次
の
こ
と

を
実
施
す
る
。
（
予
定
・

一
部
抜
粋
）

【
展
示
会
情
報
、
出
展

者
情
報
の
発
信
】

▽
公
式
サ
イ
ト
で
の
出

展
者
紹
介
掲
載
。

▽
メ
ー
ル
配
信
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
た
展
示
会
、
出

展
者
情
報
の
発
信
。

▽
展
示
会
案
内
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
発
行
と
出
展
者
へ

の
無
料
配
布
。

【
展
示
会
内
セ
ミ
ナ
ー

会
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
】

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
セ

ミ
ナ
ー
の
開
講
。

【
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ラ
ウ
ン
ジ
提

供
】▽

Ｖ
Ｉ
Ｐ
来
場
者
招

待
。▽

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ラ
ウ
ン
ジ
併

設
、
積
極
的
な
商
談
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

〈
出
展
料
金
〉

▽
Ａ
タ
イ
プ
（
ス
ペ
ー

ス
の
み
）
�
一
般
�
45
万

1
千
円
、
賛
助
会
員
�
39

万
6
千
円
、
正
会
員
�
37

万
4
千
円
、
（
い
ず
れ
も

税
込
）
。
小
間
仕
様
サ
イ

ズ
9
㎡
。

▽
Ｂ
タ
イ
プ
（
基
礎
装

飾
・
設
備
付
き
）
�
一
般

�
57
万
2
千
円
、
賛
助
会

員
�
51
万
7
千
円
、
正
会

員
�
49
万
5
千
円
（
い
ず

れ
も
税
込
）
。
小
間
仕
様

サ
イ
ズ
9
㎡
。
〔
Ａ
・
Ｂ

タ
イ
プ
の
正
会
員
・
賛
助

会
員
価
格
は
、
主
催
団
体

の
会
員
の
み
適
用
〕

▽
Ｃ
タ
イ
プ
�
（
基
礎

装
飾
・
設
備
付
き
）
Ｂ
タ

イ
プ
に
付
加
さ
れ
る
内
容

は
要
問
合
せ
。
一
律
�
63

万
8
千
円
（
税
込
）
。

な
お
、
申
込
特
典
割
引

き
と
し
て
10
月
31
日

（
木
）
ま
で
の
早
期
申
込

に
つ
い
て
は
10
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
。
初
出
展
割
引
5
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
（
一
般
の
み
対
象
）

を
実
施
し
て
い
る
。

※
出
品
料
金
に
つ
い
て

は
、
主
催
者
発
表
の
も
の

と
照
合
の
こ
と
。

【
問
合
せ
先
】
イ
ン
タ

ー
モ
ー
ル
ド
振
興
会
�
☎
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（
6
9
4
4
）
9
9
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Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
（
グ
ロ

ー
バ
ル
本
社
�
�
東
京
都

江
東
区
潮
見
、
社
長
�
森

雅
彦
氏
）
は
9
月
10
日
、

ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州

の
州
都
で
あ
る
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
北
部
で
欧
州
本
社
の
起

工
式
を
執
り
行
っ
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
欧
州
本
社

は
、
2
0
2
6
年
以
降
に

開
所
予
定
で
、
同
社
欧
州

最
大
の
開
発
・
生
産
拠
点

で
あ
る
ド
イ
ツ
・
フ
ロ
ン

テ
ン
工
場
に
も
近
く
、
欧

州
の
各
拠
点
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
世
界
各
地
へ
の
利
便

性
も
良
く
、
国
際
的
な
交

流
の
場
と
し
て
の
役
割
を

担
う
。

新
本
社
ビ
ル
は
6
階
建

て
で
、
延
床
面
積
は
1
万

平
方
㍍
。
1
階
の
約
1
千

5
0
0
平
方
㍍
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
は
、
最
新
の
製

品
・
技
術
を
設
置
し
、
顧

客
と
の
商
談
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
見

学
に
も
活
用
す
る
方
針

で
、
森
社
長
は
、
「
欧
州

本
社
は
、
お
客
様
・
パ
ー

ト
ナ
ー
・
社
員
に
と
っ
て

中
心
的
な
拠
点
と
な
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

起
工
式
に
は
、
同
社
の

森
社
長
を
は
じ
め
、
バ
イ

エ
ル
ン
州
経
済
・
地
域
開

発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
ト

ビ
ア
ス
・
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト

政
務
次
官
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

市
経
済
担
当
顧
問
の
ク
レ

メ
ン
ス
・
バ
ウ
ム
ゲ
ル
ト

ナ
ー
氏
、
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

日
本
国
総
領
事
館
の
別
所

健
一
総
領
事
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
事
務
所
の

鷲
澤
純
所
長
ら
の
来
賓
及

び
関
係
者
が
出
席
し
た
。

ＤＭＧ森精機

出
展
企
業
を
広
く
募
集
中

欧
州
本
社
の
起
工
式
挙
行

来
年
４
月

開
所
予
定
は
２
０
２
６
年
以
降

東
京
で
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
ド

起工式の様子

半
導
体
不
足
が
緩
和
し

つ
つ
、
自
動
車
産
業
を
牽

引
す
る
Ｅ
Ｖ
、
Ｈ
Ｖ
、
Ｐ

Ｈ
Ｖ
市
場
も
動
き
が
少
し

良
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い

関
連
す
る
設
備
案
件
が
出

だ
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉

え
、
「
今
が
動
く
と
き
」

と
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
し
て
い
る
の
が
、
ジ

ー
ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社

（
名
古
屋
市
中
区
富
士
見

町
、
取
締
役
支
社
長
�
松

吉
正
訓
氏
）
で
あ
る
。

7
〜
10
月
の
4
カ
月
で

6
つ
の
拠
点
で
展
示
会
を

企
画
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
で

生
じ
る
課
題
解
決
へ
の
提

案
を
共
通
テ
ー
マ
と
し

て
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
各

拠
点
で
設
定
し
展
開
。

9
月
11
日
に
は
、
三
重

営
業
所
（
所
長
�
枅
川
修

氏
）
の
設
営
で
、
四
日
市

文
化
会
館
・
展
示
棟
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
有
力
販

売
店
が
主
催
店
と
な
っ
て

ユ
ー
ザ
ー
を
動
員
し
た
。

三
重
地
区
で
は
、
『
Ｆ

ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｆ
ａ

ｉ
ｒ

2
0
2
4
〜
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
挑

戦
＆
次
世
代
加
工
へ
の
道

〜
』
を
タ
イ
ト
ル
に
掲

げ
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
至
る

ま
で
を
順
序
立
て
て
提

案
。
現
状
の
そ
れ
ぞ
れ
の

加
工
技
術
に
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
付
加
す
る
こ
と
で
高

度
な
次
世
代
加
工
に
つ
な

が
る
例
な
ど
、
ま
た
そ
の

た
め
に
必
要
な
新
た
に
開

発
さ
れ
た
製
品
等
が
46
社

の
出
展
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
網
羅
さ
れ
た
。

一
方
、
展
示
と
は
別
会

場
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ

Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東

海
、
ナ
ベ
ヤ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
の

3
社
が
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
、
最
新
情
報
を
発
信
し

た
。ジ

ー
ネ
ッ
ト
は
、
フ
ル

サ
ト
・
マ
ル
カ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
始
動
後
、

傘
下
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の

相
乗
効
果
で
販
売
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
増
や
し
、
�
総
合

力
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ジ

ー
ネ
ッ
ト
�
を
展
開
し
て

い
る
。

四
日
市
会
場
で
枅
川
所

長
は
「
お
客
様
の
出
足
が

好
調
で
、
今
後
に
向
け
た

新
た
な
取
り
扱
い
商
材

を
、
会
場
で
模
索
す
る
積

極
的
な
動
き
が
強
く
感
じ

ら
れ
る
」
と
、
接
客
の
合

間
に
話
し
た
。

熊
田
達
也
氏

久
満
田
商
会
会
長

久
満
田
商
会
（
名
古
屋

市
北
区
志
賀
町
、
社
長
�

熊
田
誠
司
氏
）
会
長
熊
田

達
也
氏
は
、
9
月
13
日
に

満
84
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

9
月
15
日
に
通
夜
、
16

日
に
告
別
式
が
、
長
男
熊

田
誠
司
社
長
が
喪
主
と
な

り
テ
ィ
ア
黒
川
東
館
（
名

古
屋
市
北
区
黒
川
本
通
）

で
し
め
や
か
に
営
ま
れ
、

故
人
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

二
村
茂
則
氏

二
村
機
器
常
務
取
締
役

二
村
機
器
（
名
古
屋
市

中
村
区
岩
塚
町
、
社
長
�

二
村
忠
宏
氏
）
常
務
取
締

役
二
村
茂
則
氏
は
9
月
16

日
、
満
47
歳
で
急
逝
さ
れ

た
。通

夜
（
9
月
18
日
）
な

ら
び
に
告
別
式
（
9
月
19

日
）
は
、
二
村
家
と
の
合

同
葬
に
よ
り
、
名
古
屋
市

千
種
区
の
い
ち
や
な
ぎ
中

央
斎
場
に
お
い
て
、
二
村

忠
宏
社
長
が
葬
儀
委
員

長
、
二
村
真
琴
氏
が
喪
主

と
な
っ
て
執
り
行
わ
れ

た
。

オ
ー
エ
ス
ジ
ー
（
豊
川

市
本
野
ケ
原
、
社
長
�
大

沢
伸
朗
氏
）
は
9
月
12

日
、
主
力
製
品
の
タ
ッ
プ

や
エ
ン
ド
ミ
ル
な
ど
の
価

格
を
、
11
月
18
日
の
受
注

分
か
ら
値
上
げ
す
る
と
発

表
し
た
。

値
上
げ
幅
は
品
目
別

で
、
タ
ッ
プ
（
ハ
イ
ス
・

Ｓ
Ｋ
Ｓ
・
超
硬
）
が
7
〜

10
％
、
ハ
イ
ス
エ
ン
ド
ミ

ル
、
ハ
イ
ス
ド
リ
ル
が
7

〜
10
％
、
超
硬
エ
ン
ド
ミ

ル
、
超
硬
ド
リ
ル
、
ダ
イ

ヤ
、
Ｃ
Ｂ
Ｎ
が
7
％
、
ゲ

ー
ジ
が
10
％
、
圧
造
工
具

が
10
％
、
そ
の
他
の
製
品

が
最
大
10
％
と
な
る
。
特

殊
品
、
修
正
品
に
つ
い
て

は
、
都
度
見
積
り
で
価
格

を
設
定
す
る
。

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
に

よ
る
、
原
材
料
の
高
騰
お

よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
、
人

件
費
、
副
資
材
や
物
流
費

の
上
昇
な
ど
へ
の
対
応
策

と
し
て
、
製
品
品
質
の
安

定
供
給
と
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
の
た
め
、
価
格

改
定
の
実
施
と
な
っ
た
。

オーエスジー ジーネット

価
格
改
定（
7
〜
10
％
）

名
古
屋
支
社
6
拠
点
で
フ
ェ
ア

１１
月
１８
日
受
注
分
よ
り

カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル

照
準
に
四
日
市
好
評
博
す

“カーボンニュートラルへの挑戦”四日市でのフェア

三
重
県
機
械
工
具
商
組

合
（
理
事
長
�
山
田
浩

氏
、
コ
ジ
マ
・
フ
ジ
通

商
）
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

9
月
26
日
、
三
重
県
い
な

べ
市
の
「
ナ
ガ
シ
マ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
行
わ

れ
た
。

参
加
18
名
が
腕
を
競
っ
た

結
果
、
東
本
正
彦
氏
（
岡

谷
機
販
）
が
Ｎ
74
・
6
の

ス
コ
ア
で
優
勝
し
、
三
重

日
立
の
山
岡
直
樹
氏
の
3

連
覇
を
阻
ん
だ
。

ま
た
、
成
績
発
表
の
後

山
田
理
事
長
が
「
今
日
の

ゴ
ル
フ
が
年
内
の
最
終
イ

ベ
ン
ト
。
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
有
意
義
で
楽
し
い
ひ

と
時
が
過
ご
せ
た
。
来
年

は
1
月
の
新
年
会
か
ら
と

な
る
が
、
景
気
の
好
転
を

願
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た

い
」
と
協
力
を
仰
ぎ
、
閉

会
の
あ
い
さ
つ
と
し
た
。

な
お
、
上
位
者
の
成
績

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）
▽
優
勝
�
東
本
正
彦
（
岡

谷
機
販
）
Ｎ
74
・
6
Ｈ
32

・
4
▽
2
位

�
芦
川
弘
樹

（
タ
イ
セ

イ
）
Ｎ
75
・

0
Ｈ
12
・
0

▽
3
位
�
橋

本
昌
義
（
オ

ー
エ
ス
ジ

ー
）
Ｎ
75
・

6
Ｈ
8
・

4
。
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
�
橋

本
昌
義
84
。

（
敬
称
略
）

東
本
正
彦
氏
優
勝

三
重
機
工
商
組
ゴ
ル
フ

愛
知
県
機
械
工
具
商
業

協
同
組
合
（
理
事
長
�
水

谷
隆
彦
氏
、
ミ
ズ
タ
ニ
機

販
）
主
催
の
第
83
回
親
善

野
球
大
会
（
実
行
委
員
長

�
矢
野
茂
雄
氏
、
滝
川
物

産
）
は
、
熱
中
症
の
心
配

さ
れ
る
夏
場
を
避
け
て
、

9
月
よ
り
い
よ
い
よ
後
半

戦
に
突
入
し
た
。

9
月
14
日
に
行
わ
れ
た

2
試
合
、
9
月
28
日
に
行

わ
れ
た
2
試
合
の
結
果
は

別
表
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
今
後
の
予
定
は
、
Ａ

・
Ｂ
両
ゾ
ー
ン
ベ
ス
ト
4

に
よ
る
準
決
勝
が
10
月
19

日
に
3
試
合
、
11
月
2
日

に
1
試
合
予
定
さ
れ
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愛機工野球大会試合結果
【Ａゾーン】
9月14日（土）一宮総合運動場
新栄商会 201000＝3
山 善 001000＝1

東 陽 03017＝11
サ カ エ 00000＝0

【Ｂゾーン】
9月28日（土）草井球場
岡谷鋼機 1215＝18
ミズタニ機販 000＝0

モ リ タ 011000＝2
ダイドー 71000Ｘ＝8

左から山田理事長、芦川氏、東本氏（優勝）、橋本氏
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